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き
ょ
う
か
ら
一
年
生

市
内
小
学
校
10
校
で
４
月
５
日
、
入
学
式
が

行
わ
れ
ま
し
た
。
新
一
年
生
は
８
５
２
人
。

た
く
さ
ん
の
夢
を
思
い
描
き
、
新
し
い
一
歩

を
踏
み
出
し
ま
す
。（
写
真
・
穂
高
南
小
学
校
）

特集◎新年度予算
contents

８　防災ラジオを導入します
10　防災用品購入補助金制度
34　自治基本条例を施行
40　母子・子育て相談窓口をご利用ください



特集◎平成 29 年度予算
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５つの柱

１ 健康長寿のまちづくり

２ 豊かな人を育
はぐく

むまちづくり

活力あふれるまちづくり３
環境を守り、安全・安心な
まちづくり４

協働によるまちづくりと
行政サービスの向上５

税
に
つ
い
て
は
、
１
１
５
億
８
０
８

４
万
円
を
計
上
し
ま
し
た
。
個
人
市

民
税
現
年
度
分
は
６
２
０
０
万
円
の
増
額

を
見
込
み
ま
す
が
、
法
人
市
民
税
現
年
度

分
は
前
年
と
同
額
を
見
込
み
ま
し
た
。

ま
た
固
定
資
産
税
現
年
度
分
は
、
評
価

結
果
な
ど
か
ら
１
億
円
の
増
額
を
見
込
ん

で
い
ま
す
。

地
方
交
付
税
は
、
１
０
０
億
5
千
万
円

を
計
上
し
ま
し
た
。
地
方
財
政
対
策
や
合

併
算
定
替
え
の
割
落
と
し
な
ど
に
よ
り
、

8
億
5
千
万
円
の
減
額
を
見
込
み
ま
し

た
。基

金
繰
入
金
は
、
25
億
８
１
３
万
円
を

計
上
し
ま
し
た
。財
政
調
整
基
金
9
億
円
、

公
共
施
設
整
備
基
金
8
億
6
千
万
円
、
ま

た
、
特
定
目
的
基
金
は
、
三
郷
図
書
館
建

設
事
業
基
金
2
億
９
０
６
万
円
、
霊
園
整

備
基
金
３
２
６
１
万
円
、
山
岳
環
境
整
備

基
金
２
３
１
８
万
円
の
繰
入
な
ど
で
す
。

地
方
債
は
、
53
億
８
４
８
０
万
円
を
計

上
し
ま
し
た
。
三
郷
北
部
、
明
科
南
、
た

つ
み
認
定
こ
ど
も
園
建
設
事
業
で
10
億
５

９
９
０
万
円
、
文
書
館
等
整
備
事
業
2
億

８
０
４
０
万
円
、
三
郷
交
流
学
習
セ
ン
タ

ー
建
設
事
業
で
3
億
７
３
４
０
万
円
、
し

ゃ
く
な
げ
の
湯
周
辺
整
備
事
業
で
2
億
１

５
９
０
万
円
な
ど
で
す
。

ま
た
、
臨
時
財
政
対
策
債
は
15
億
5
千

万
円
で
前
年
比
5
千
万
円
の
増
額
で
す
。

前
年
度
と
比
較
す
る
と
９
６
９
０
万

円
、
１
・
８
％
の
増
額
と
な
り
ま
す
。

般
会
計
の
歳
出
に
つ
い
て
、
性
質
別

お
よ
び
目
的
別
の
グ
ラ
フ
を
次
ペ
ー

ジ
に
示
し
ま
し
た
。
ま
た
、
主
な
内
容
に

つ
い
て
は
次
の
と
お
り
で
す
。

●
性
質
別
に
み
る
歳
出

人
件
費
は
、
前
年
比
８
７
６
８
万
円
の

減
額
と
な
り
ま
し
た
。
職
員
給
料
、手
当
、

共
済
等
の
減
額
、
議
会
改
選
後
の
定
数
減

に
伴
う
議
員
報
酬
・
手
当
の
減
額
な
ど
で

す
。

歳入予算の増減
平成 28 年度

合計：427 億円
平成 29 年度

合計：413 億 7 千万円

114億861万円（26.7%） 115億8,084万円（28.0%）

10億4,567万円（2.5%）
25億813万円（6.1%）

19億2,940万円（4.7%）

24億400万円（5.8%）

100億5,000万円（24.3%）

64億6,716万円（15.6%）

53億8,480万円（13.0％）

10億3,322万円（2.4%）

37億3,483万円（8.8%）

21億509万円（4.9%）

22億6,500万円（5.3%）

109億円（25.5%）

59億6,535万円（14.0%）

52億8,790万円（12.4%）

市税

繰入金

財産収入外

地方交付税

国・県支出金

地方債

負担金・使用料
および手数料外

各種交付金
地方譲与税

自主財源
42.8％

自主財源
41.3％

依存財源
57.2％

依存財源
58.7％

会　計　名 平成 29 年度 平成 28 年度 対前年度比 対前年度
比率  ％

一般会計 41,370,000 42,700,000 △ 1,330,000 △ 3.1
特別会計 22,414,357 22,514,854 △ 100,497 △ 0.4
国民健康保険 12,217,500 12,502,701 △ 285,201 △ 2.3
後期高齢者医療 1,039,600 1,032,502 7,098 0.7
介護保険 9,053,828 8,855,021 198,807 2.2
上川手山林財産区 2,514 2,512 2 0.1
北の沢山林財産区 821 1,118 △ 297 △ 26.6
有明山林財産区 1,143 1,150 △ 7 △ 0.6
富士尾沢山林財産区 964 975 △ 11 △ 1.1
穂高山林財産区 1,482 1,487 △ 5 △ 0.3
産業団地造成事業 80,301 85,224 △ 4,923 △ 5.8
観光宿泊施設　 16,204 32,164 △ 15,960 △ 49.6

総　計（一般会計+特別会計） 63,784,357 65,214,854 △ 1,430,497 △ 2.2

公営企業会計

水道事業会計

収益的収入 2,336,825 2,321,106 15,719 0.7
収益的支出 2,009,851 2,078,922 △ 69,071 △ 3.3
資本的収入 242,193 75,166 167,027 222.2
資本的支出 1,581,868 1,343,759 238,109 17.7

下水道事業会計

収益的収入 4,029,779 4,111,116 △ 81,337 △ 2.0
収益的支出 3,895,290 3,950,991 △ 55,701 △ 1.4
資本的収入 1,070,593 993,977 76,616 7.7
資本的支出 2,549,176 2,501,039 48,137 1.9

平成 29 年度安曇野市各会計予算額一覧 単位：千円

　

歳
入

　

歳
出

新
年
度
予
算

５
つ
の
柱
に
取
り
組
み
ま
す
。

月
議
会
に
お
い
て
可
決
さ
れ
た
、
平
成
29
年
度
当
初
予
算
の
内
容
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

本
年
度
は
、
次
の
5
つ
の
重
点
項
目
を
柱
に
、
本
年
度
が
最
終
年
度
と
な
る
第
一
次
総
合
計
画
に
お
け
る

将
来
都
市
像
実
現
に
向
け
た
事
業
や
、
市
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生
総
合
戦
略
に
掲
げ
た
施
策
を
中
心
に
事
業
に
取
り
組
み
ま
す
。

３

一
般
会
計
の
予
算
額
は

４
１
３
億
７
千
万
円

昨
年
よ
り
13
億
３
０
０
０
万
円
、
３
・
１
％
減
額
。

市

一人
件
費　
（
56
億
２
２
３
４
万
円
）
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平成28年度　427億円
平成29年度　413億円7千万円 平成29年度

人件費

物件費

扶助費

維持補修費

補助費等

普通建設事業費

災害復旧費

投資出資金

公債費

貸付金

繰出金

積立金・予備費等

●
目
的
別
に
み
る
歳
出

前
年
比
11
億
４
８
３
万
円
の
減
額
で

す
。
公
共
交
通
事
業
に
８
９
５
０
万
円
、

戸
籍
住
民
基
本
台
帳
費
は
、
2
億
４
２
２

万
円
で
個
人
番
号
カ
ー
ド
等
関
連
委
任
事

務
や
証
明
書
コ
ン
ビ
ニ
交
付
に
係
る
負
担

金
な
ど
で
す
。
ま
た
、
本
年
度
予
定
さ
れ

て
い
る
市
長
選
挙
、
市
議
会
議
員
選
挙
費

に
1
億
１
８
３
万
円
な
ど
で
す
。

前
年
比
5
億
３
４
７
２
万
円
の
増
額

で
す
。
臨
時
福
祉
給
付
金
給
付
事
業
2
億

６
７
１
１
万
円
、
児
童
手
当
児
童
扶
養
手

当
給
付
事
業
18
億
２
０
２
０
万
円
、
認
定

こ
ど
も
園
建
設
事
業
（
明
科
南
、
三
郷
北

部
、
た
つ
み
他
）
11
億
４
４
１
４
万
円
、

生
活
保
護
費
給
付
事
業
7
億
７
４
２
８
万

円
な
ど
で
す
。

前
年
比
３
１
９
４
万
円
の
増
額
で
す
。

予
防
接
種
事
業
２
億
６
２
７
６
万
円
、
妊

婦
・
乳
児
一
般
健
康
診
査
事
業
８
５
７
９

万
円
、合
葬
墓
造
成
事
業
３
０
４
８
万
円
、

穂
高
広
域
施
設
組
合
負
担
金
含
む
清
掃
費

９
億
４
４
０
０
万
円
、
雑
排
水
処
理
事
業

　

消
耗
品
や
業
務
委
託
、
臨
時
職
員
の
賃

金
な
ど
を
盛
り
込
む
物
件
費
は
、
前
年
比

２
４
１
１
万
円
の
減
額
と
な
り
ま
し
た
。

福
祉
医
療
費
給
付
事
業
４
７
６
９
万
円
、

児
童
館
指
定
管
理
委
託
料
１
億
７
９
７
５

万
円
、
予
防
接
種
医
務
委
託
料
２
億
５
９

９
８
万
円
、
ご
み
・
資
源
物
収
集
等
運
搬

事
業
委
託
３
億
２
１
６
８
万
円
、
松
く
い

虫
対
策
事
業
の
松
枯
損
木
伐
倒
処
理
外
委

託
１
億
６
５
２
４
万
円
な
ど
で
す
。

　

住
民
福
祉
を
支
え
る
た
め
の
経
費
で
あ

る
扶
助
費
は
、
前
年
比
１
０
３
５
万
円
の

増
額
と
な
り
ま
し
た
。
福
祉
医
療
費
給
付

事
業
の
医
療
費
扶
助
５
億
３
２
８
３
万

円
、
自
立
支
援
給
付
事
業
の
障
害
福
祉
サ

ー
ビ
ス
費
等
13
億
２
１
２
３
万
円
、
入
浴

割
引
券
交
付
事
業
３
８
０
５
万
円
、
子
育

て
応
援
手
当
給
付
事
業
３
９
６
０
万
円
、

小
・
中
学
校
児
童
生
徒
就
学
援
助
事
業
７

７
０
０
万
円
な
ど
で
す
。

　

各
種
団
体
へ
の
補
助
金
や
負
担
金
等
の

経
費
で
あ
る
補
助
費
等
は
、
前
年
比
１
０

３
８
万
円
の
増
額
と
な
り
ま
し
た
。
ふ
る

さ
と
寄
附
お
礼
品
２
億
円
、
区
等
地
域
力

７
６
３
８
万
円
、
ま
た
水
道
事
業
で
は
、

水
道
事
業
統
合
の
た
め
の
整
備
事
業
に
対

す
る
出
資
金
１
億
１
６
０
０
万
円
な
ど
で

す
。前

年
比
４
億
65
万
円
の
減
額
で
す
。
農

業
振
興
作
物
等
推
進
事
業
５
７
１
０
万

円
、
新
規
就
農
者
支
援
事
業
５
１
５
０
万

円
な
ど
の
ほ
か
、
安
曇
野
の
里
・
フ
ァ
イ

ン
ビ
ュ
ー
室
山
・
ほ
り
で
ー
ゆ
～
・
三
郷

堆
肥
セ
ン
タ
ー
の
施
設
改
修
工
事
を
計
上

し
て
い
ま
す
。
林
業
費
は
、
松
く
い
虫
防

除
対
策
事
業
２
億
４
４
７
４
万
円
、
林
道

危
険
個
所
重
点
整
備
事
業　

７
１
１
４
万

円
な
ど
で
す
。
ま
た
、
耕
地
費
は
、
国
営

広
域
排
水
事
業
負
担
金
９
４
８
９
万
円
、

多
面
的
機
能
支
払
交
付
金
２
億
１
８
１
４

万
円
な
ど
で
す
。

向
上
事
業
８
９
９
９
万
円
、
子
ど
も
の
た

め
の
教
育
・
保
育
給
付
費
負
担
金
２
億
６

８
１
７
万
円
、
不
妊
・
不
育
症
治
療
費
助

成
事
業
１
８
８
５
万
円
、
農
地
保
全
活
動

交
付
金
（
多
面
的
機
能
活
動
支
援
補
助
）

２
億
１
７
５
０
万
円
な
ど
で
す
。

　

道
路
や
学
校
な
ど
社
会
資
本
整
備
に
必

要
な
経
費
で
あ
る
普
通
建
設
事
業
費
は
、

前
年
比
14
億
７
３
０
７
万
円
の
減
額
と
な

り
ま
し
た
。
し
ゃ
く
な
げ
の
湯
周
辺
整
備

事
業
３
億
３
９
９
４
万
円
、
小
中
学
校
施

設
改
修
事
業
（
大
規
模
改
造
、
長
寿
命
化

改
良
、
耐
震
化
工
事
）
４
億
１
８
２
１
万

円
、
三
郷
交
流
学
習
セ
ン
タ
ー
整
備
事
業

６
億
５
３
３
９
万
円
な
ど
で
す
。

前
年
比
４
億
９
６
４
５
万
円
の
増
額
と

な
り
ま
し
た
。
償
還
元
金
51
億
２
９
４
万

円
、
償
還
利
子
2
億
６
０
０
５
万
円
な
ど

で
す
。（
う
ち
、
借
換
債
9
億
７
５
６
０

万
円
）

前
年
比
９
５
０
２
万
円
の
減
額
と
な
り

ま
し
た
。
介
護
保
険
特
別
会
計
繰
出
金
12

億
４
５
２
９
万
円
、
下
水
道
事
業
繰
出
金

22
億
２
２
９
０
万
円
な
ど
で
す
。

前
年
比
11
億
６
３
１
３
万
円
の
減
額

で
す
。
住
ま
居
る
応
援
制
度
６
６
７
１
万

円
、
し
ご
と
創
出
事
業
１
７
５
６
万
円
、

観
光
イ
ベ
ン
ト
事
業
（
安
曇
野
ハ
ー
フ
マ

ラ
ソ
ン
、
安
曇
野
花
火
外
）
３
６
７
２
万

円
な
ど
で
す
。

前
年
比
３
億
７
４
４
７
万
円
の
増
額

で
す
。
道
路
橋
梁
維
持
事
業
3
億
２
６
５

３
万
円
、
除
雪
融
雪
事
業
１
億
１
５
８
２

万
円
、
社
会
資
本
整
備
総
合
交
付
金
事
業

４
億
６
７
０
０
万
円
、
市
道
新
設
改
良
事

業
４
億
２
８
５
６
万
円
な
ど
で
す
。ま
た
、

都
市
計
画
費
の
街
路
整
備
事
業
４
億
３
５

２
万
円
、
三
郷
文
化
公
園
体
育
館
大
規
模

改
修
２
億
２
９
４
１
万
円
、
下
水
道
事
業

へ
の
繰
出
22
億
２
２
９
０
万
円
、
長
寿
命

化
計
画
に
基
づ
く
市
営
住
宅
改
修
３
８
９

６
万
円
な
ど
で
す
。

前
年
比
２
３
１
万
円
の
減
額
で
す
。
高

校
・
大
学
等
入
学
準
備
金
貸
付
金
６
１
０

０
万
円
、
学
校
支
援
員
配
置
事
業
１
億
４

６
２
７
万
円
、
電
子
黒
板
の
整
備
な
ど
中

学
校
情
報
教
育
推
進
事
業
５
５
５
２
万
円

の
ほ
か
、
小
中
学
校
施
設
改
修
事
業
な
ど

で
す
。
社
会
教
育
費
は
、
交
流
学
習
セ
ン

タ
ー
・
各
地
域
の
公
民
館
管
理
費
を
計
上

し
て
お
り
、
文
書
館
等
改
修
事
業
３
億
７

７
６
万
円
は
、
旧
堀
金
公
民
館
の
文
書
館

へ
の
改
修
工
事
、
ま
た
、
保
健
体
育
費
は
、

南
部
総
合
公
園
体
育
館
施
設
建
設
事
業
６

６
７
８
万
円
な
ど
で
す
。

歳出予算 ※端数処理のため内訳の計と合計が一致しない場合があります。

性質別に見る歳出の増減 目的別に見る歳出

特集◎平成 29 年度予算

物
件
費
（
71
億
６
３
２
２
万
円
）

扶
助
費　
（
53
億
６
３
１
万
円
）

普
通
建
設
事
業
費　
（
61
億
９
２
１
２
万
円
）

公
債
費 

（
53
億
６
４
４
９
万
円
）

繰
出
金　
（
44
億
３
７
７
１
万
円
）

補
助
費
等　
（
55
億
３
８
８
７
万
円
）

総
務
費
（
43
億
２
７
３
３
万
円
）

民
生
費
（
１
３
５
億
７
５
３
１
万
円
）

農
林
水
産
業
費
（
20
億
５
３
４
７
万
円
）

商
工
費
（
20
億
３
４
０
５
万
円
）

土
木
費
（
52
億
３
５
５
万
円
）

教
育
費
（
45
億
１
３
１
７
万
円
）

衛
生
費
（
24
億
９
３
１
２
万
円
）

本 年度の予算は、第１次総

合計画の最終年度を迎え、

将来都市像の実現に向けた事業

や、市まち・ひと・しごと創生

総合戦略事業の数値目標達成を

目指した予算編成となりました。

重点項目の中でも、29 年度は健

康長寿のまちづくりにより力を

入れ、子育て支援や健康づくり

施策など、従来からの事業の継

続と新規施策の充実を図りなが

ら、「健康寿命日本一の安曇野」

を目指し、市民の皆さまがいき

いきと心豊かに暮らすことがで

きる地域社会の実現を目指しま

す。最少の費用で最大の効果を

挙げられるよう、可能な限りの

手段を駆使し、組織と運営の合

理化に努めてまいります。

安曇野市長　宮澤 宗弘

健康寿命日本一の
安曇野を目指して

56億2,234万円（13.6%）

71億6,322万円（17.3%）

1億1,214万円（0.3%）

53億631万円（12.8%）

55億3,887万円（13.4%）

61億9,212万円（15.0%）

53億6,449万円（13.0%）

10億1,893万円（2.5%）

44億3,771万円（10.7%）

4億8,687万円（1.1%）

1,100万円（0.0%）

1億1,600万円（0.3%）

57億1,002万円（13.4%）

71億8,733万円（16.8%）

1億3,128万円（0.3%）

52億9,596万円（12.4%）

55億2,849万円（12.9%）

76億6,519万円（18.0%）

2,800万円（0.1%）

9億6,669万円（2.3%）

45億3,273万円（10.6%）

7億8,627万円（1.8%）

48億6,804万円（11.4%）
0円（0.0%）

57億1,002万円（13.4%）

71億8,733万円（16.8%）

1億3,128万円（0.3%）

52億9,596万円（12.4%）

55億2,849万円（12.9%）

76億6,519万円（18.0%）

2,800万円（0.1%）

9億6,669万円（2.3%）

45億3,273万円（10.6%）

7億8,627万円（1.8%）

48億6,804万円（11.4%）
0円（0.0%）

総務費 43億2,733万円（10.5%）

農林水産業費 20億5,347万円（5.0%）

民生費 135億7,531万円（32.8%）

衛生費 24億9,312万円（6.0%）

商工費 20億3,405万円（4.9%）

土木費 52億355万円（12.6%）

消防費 14億1,731万円（3.4%）

教育費 45億1,317万円（10.9%）

公債費 53億6,449万円（13.0%）

その他
議会費　2億6,638万円（0.6%）
労働費　6,082万円（0.1%）
災害復旧費　1,100万円（0.1%）
予備費　5,000万円（0.1%）
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特集◎平成 29 年度予算

3 活力あふれるまちづくり

4 環境を守り、安全・安心なまちづくり

5 協働によるまちづくりと行政サービスの向上

2 豊かな人を育
はぐく

むまちづくり

1 健康長寿のまちづくり

産 業振興、農業の担い手育成など
地域を元気にし、活力あふれる

まちづくりに取り組みます。

高 齢者がいきいきと心豊かに暮ら
すことができる地域社会の実現

を目指します。

出 産前から就学前までの子育て支
援策の充実や国際的感覚豊かな

人材の育成に取り組みます。

自 主防災組織の体制強化など安
全・安心の取り組みを行います。

地 域と行政の連携強化のほか、市
民サービスの充実を基本に経費削

減と事務事業の効率化に取り組みます。

●空き店舗等活用促進事業……………………… 1,362 万円
空き店舗で新たに事業を行う者に家賃の 2分の１（上限 5万円）
を補助します。

●地域経済活性化住宅助成事業…………………… 6,671 万円
通称「住ま居る応援制度」。住宅改修や新築工事を補助します。
本年度が最終年度として取り組みます。

●勤労者支援事業…………………………………… 5,230 万円
勤労者資金融資あっせんや融資に対する利子補給を行います。

●新規就農者支援事業……………………………… 5,150 万円
国や市の給付金制度を活用し、新規就農者の確保と育成を図り
ます。

●入浴料金割引券交付事業… ……………………… 3,960 万円
70 歳以上の申請者に、市内入浴施設（届出施設のみ）の 300 円
割引券 24 枚を交付します。

●健康長寿のまちづくり推進事業… ……………………471 万円
健康づくりの活動を定期的に行う団体を支援。高齢者の運動機
能の向上と健康長寿の増進を目指します。

●市歌体操の普及等… ……………………………………680 万円
昨年度作った「市歌体操」の普及を健康づくり推進員が行いま
す。

●健康増進事業… …………………………………… 1,014 万円
関係機関と連携して効果的な保健指導により生活習慣病予防に
取り組みます。また、特定健診時に歯科健診を導入します。

●母子・子育て相談事業…………………………… 352 万円
母子コーディネーターとして保健師を配置し、相談支援の窓口
を市役所内に設置します。

●産後ケア事業……………………………………… 160 万円
医療機関などへの宿泊や母乳相談を行うことにより、産後の不
安解消を図ります。

● 2020 東京オリンピックホストタウン事業……… 206 万円
東京オリンピックに向けて、オーストリアカヌー連盟役員の受
け入れを行います。

●電子黒板の導入・校内放送ネットワーク改修……1,961 万円
情報機器を活用した分かりやすい授業と老朽化した校内放送ネ
ットワークの再構築を図ります。

●南部総合公園体育施設建設事業……………… 6,678 万円
総合体育館整備のため、本年度は、基本設計の作成、測量・地
質調査等を行います。

●緊急告知機能付き防災ラジオ等導入事業…… 1,205 万円
緊急情報をあづみ野エフエムに割り込ませて放送するシステム
と、これに対応した防災ラジオ購入を補助します。

●防災組織支援事業………………………………………658 万円
自主防災組織の活性化のため、地域自主防災会議の開催。資材
整備と防災訓練への補助金を交付します。

●地域（区）訪問型高齢者交通安全教室…………………25 万円
高齢者の交通事故防止策として、反射神経テストの体験や啓発ミ
ュージカルなどが観覧できる訪問型教室を開催します。

●第 2 次総合計画等策定事業… …………………… 818 万円
平成 30 年度を始期とする「第 2次安曇野市総合計画」を策定
します。

●まちづくり推進会議の設置………………………………46 万円
多様化・複雑化した地域課題を解決する仕組みとしてまちづく
り推進会議、ワーキンググループを設置します。

●デマンド交通運行管理システム導入…………………552 万円
クラウド化による新たなシステムを導入し、今まで以上のサポート
強化を図ります。

29
年度 どんな事業をするの？
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緊
急
時
に
は
最
大
音
量
で
放
送

「
防
災
ラ
ジ
オ
」（
緊
急
告
知
機
能
付

き
防
災
ラ
ジ
オ
）
は
、
緊
急
信
号
を
受

信
す
る
と
自
動
的
に
指
定
さ
れ
た
周
波

数
に
切
り
替
わ
り
、
最
大
音
量
で
緊
急

割
込
み
放
送
を
聞
く
こ
と
が
で
き
ま

す
。
放
送
は
、
市
と
防
災
協
定
を
結
ん

で
い
る
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
エ
フ
エ
ム
局

「
あ
づ
み
野
エ
フ
エ
ム
」
か
ら
放
送
し

ま
す
。

ま
た
、
市
防
災
用
品
購
入
補
助
金
制

度
の
対
象
に
な
り
ま
す
。
特
に
次
の
よ

う
な
場
合
は
、
ぜ
ひ
活
用
く
だ
さ
い
。

・
携
帯
電
話
や
パ
ソ
コ
ン
を
持
っ
て
い

な
い
、
ま
た
は
使
わ
な
い
た
め
、
市

の
メ
ー
ル
配
信
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
ら

れ
な
い

・
避
難
行
動
要
支
援
者
名
簿
（
上
記
）

に
登
録
さ
れ
て
い
る
人
、
ま
た
は
登

録
要
件
に
該
当
す
る
世
帯

本
年
８
月
か
ら
運
用
開
始

試
験
放
送
を
本
年
8
月
か
ら
、
毎
月

10
日
と
25
日
の
午
後
0
時
45
分
か
ら
行

い
ま
す
。
ま
た
、
市
総
合
防
災
訓
練
で

も
訓
練
放
送
を
行
う
予
定
で
す
。

地域 店名 電話番号

豊科 合名会社奥村ラジオ店 72-2254

豊科 シモハラ電器店 72-2817

豊科 株式会社信交社 72-5900

豊科 （株）マルデン 72-2517

豊科 萩原電化サービス 72-2610

豊科 パナメイトたつみ原電化 72-4673

穂高 株式会社アイダエナジー 82-2408

穂高 須坂ラジオ商会 82-2354

穂高 （株）ハギワラ 82-2408

穂高 長谷川電器 83-2012

穂高 有限会社宮島電器 82-2651

三郷 高木電器 77-5550

三郷 二木電器 77-2062

三郷 有限会社丸山電化サービス 77-6088

堀金 JA あづみ　プロパンセンター 73-6860

堀金 真峰時計電器店 72-4407

堀金 平倉電気商会 72-3872

堀金 株式会社マルエー電気商会 72-2183

明科 あづみ野エフエム放送株式会社 62-0208

明科 有限会社森田商会 62-2171

明科 リックスナガハシ 62-2219

あづみ野エフエムか
市内の販売協力店へ

購入
予約
購入予約の受付・販売は、あづみ野エ

フエム放送株式会社と県電機商業組合安
曇野支部加盟店および販売協力店で行い
ます。

また、サポート窓口をあづみ野エフエ
ム放送株式会社に開設して、防災ラジオ
の使い方、防災ラジオの不具合や故障対
応を販売店と連携して行います。詳細は、
直接あづみ野エフエム放送株式会社へ問
い合わせください。
問あづみ野エフエム放送株式会社
462・0208　662・0207

■防災ラジオ価格（税込）

■販売協力店等一覧

販売価格 9,500 円

市の補助金制度を
利用した場合の自
己負担額

一般世帯 6,400 円

避難行動要支援者
名簿記載世帯 3,200 円

オプション品
簡易アンテナ（1,404 円）
緊急放送受信表示小型 LED 回転灯（14,256 円）

■緊急割込み放送の内容
▷全国瞬時警報システム（Ｊアラート）による

国民保護（テロ、ミサイル発射、推定震度 5
弱以上の地震）の緊急情報など

▷災害が予測される場合の緊急情報および避難
に関する情報など

▷有害鳥獣（熊・猪）出没情報
▷行方不明者捜索情報など
▷市民の生命や生活に重大な影響を及ぼすこと

が想定される場合（大規模停電、有害ガス発
生など）の情報など

防
災
ラ
ジ
オ
を
導
入
し
ま
す

市
で
は
災
害
発
生
時
に
、
市
民
の
皆
さ
ん
が
迅
速
に
適
切
な
避
難
行
動
を
取
る
た
め
の
情
報

伝
達
手
段
と
し
て
新
た
に
『
防
災
ラ
ジ
オ
』
を
導
入
し
ま
す
。
購
入
時
の
補
助
制
度
も
あ
り

ま
す
の
で
、
万
一
の
災
害
時
に
備
え
て
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

■避難行動要支援者とは
　次の要件を満たし、名簿登録に同意をした人など

・単身で生活している 65 歳以上の人
・75 歳以上の人のみで生活している世帯の人
・身体障害者手帳１・２級を所持している人
・療育手帳Ａ１を所持している人
・精神障害者保健福祉手帳１級を所持している人
・要介護度３～５の認定を受けている人
・避難行動に不安がある人

■防災ラジオの特徴

■その他のメディアでも発信しています
市では、防災行政無線のほか、次の情報伝達手段から

防災・災害情報を発信しています。市メール配信サービ
スなどを利用し、万一の災害に備えましょう。

１　デジタル防災行政無線
放送内容の確認方法
・市防災行政無線テレフォンサービス

0120-27-1313（フリーダイヤル）

２　市メール配信サービス
火災や災害、緊急情報などを携帯電話やパソコン等にメ
ール配信します。
※要事前登録、次のアドレスに空メ

ールを送って登録してください。
m ipan@info.city.azumino.nagano.jp

３　市ホームページ・ツイッター
災害・緊急情報などを掲載します。
u http://www.city.azumino.nagano.jp/

ツイッターアカウント　Azumino_city

問危機管理課消防防災係
472・6769　672・6739

自動起動！緊急放送は
最大音量で流れます

　電源がオフの状態や他局を選局中
でも、緊急信号を受信すると自動的
に最大音量で緊急割込み放送を聞く
ことができます。

放送局６局を調整済み

　あらかじめＡＭ、ＦＭ各３局を設
定済みのため、スイッチ一つで簡単
に選局できます

AC 電源と乾電池の
２段階電源

　乾電池のみでも稼働するため、災
害時には避難中でも情報を収集する
ことができます。

緊急情報を
お知らせ

防災ラジオ

１

3

2
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●
申
請
方
法
・
申
請
先

防
災
用
品
購
入
後
１
カ
月
以
内
に
、

次
の
提
出
書
類
を
市
役
所
2
階
危
機
管

理
課
ま
た
は
各
支
所
地
域
課
ま
で
提
出

し
て
く
だ
さ
い
。（
申
請
は
同
一
世
帯

に
つ
き
各
年
度
１
回
に
限
り
ま
す
）

●
提
出
書
類

①
補
助
金
交
付
申
請
書

②
領
収
書
（
レ
シ
ー
ト
可
）
の
原
本

③
購
入
品
の
す
べ
て
の
写
真

④
補
助
金
交
付
請
求
書

※
申
請
書
類
は
申
請
窓
口
、
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
か
ら
入
手
で
き
ま
す
。

※
身
分
証
明
書
（
運
転
免
許
証
な
ど
）

と
印
鑑
を
持
参
く
だ
さ
い
。

●
補
助
対
象
と
な
る
防
災
用
品

次
の
①
②
を
単
独
か
、
ま
た
は
①
か

②
と
③
を
組
み
合
わ
せ
て
購
入
し
て
く

だ
さ
い
。
③
の
み
の
購
入
は
補
助
対
象

に
な
り
ま
せ
ん
。

①
飲
料
水
（
清
涼
飲
料
水
を
除
く
）
と

食
料
品
（
保
存
年
数
3
年
以
上
）

②
市
指
定
の
防
災
ラ
ジ
オ
（
ラ
ジ
オ
に

使
う
乾
電
池
、
外
部
ア
ン
テ
ナ
、
設

置
工
事
費
や
代
金
引
換
も
対
象
に
な

り
ま
す
）

③
防
災
用
品
（
例:

非
常
持
出
し
袋
、

懐
中
電
灯
、家
具
の
転
倒
防
止
器
具
、

簡
易
ト
イ
レ
、
生
理
用
品
、
お
む
つ

な
ど
）

●
補
助
金
額

　

５
０
０
０
円
を
上
限
に
購
入
額
の
3

分
の
1
を
補
助
し
ま
す
。
避
難
行
動
要

支
援
者
に
該
当
し
、
防
災
ラ
ジ
オ
を
購

入
す
る
場
合
は
、
１
万
円
を
上
限
に
購

入
費
用
の
3
分
の
2
を
補
助
し
ま
す
。

（
①
③
に
つ
い
て
は
3
分
の
1
を
補
助

し
ま
す
）

消防・防災
トピックス

組織
改編

消防
車両

表彰

防災

第７分団を統合
市発足後初の詰所新築

機動力向上
初の軽自動車車両導入

地域防災へ決意新たに
鳥羽消防団長が永年勤続章受章

災害時応援協定の
締結を推進しています

市消防団の組織改編を行い、明科東川手を管轄
する第 7 分団をこれまでの 3 部制を改め、4 月１日
から一つに統合しました。統合による管轄区域等の
変更はありません。

また、統合に合わせて、国道 19 号明科高校入口
交差点脇に詰所を新築しました。詰所の新築は、市
発足後初めてになります。

新しい詰所は、鉄骨平屋建てで、団員の待機ス
ペースのほか、消防車両 3 台が入る車庫を備えてい
ます。建築事業費は約 4,224 万円です。

市では、老朽化した小型ポンプ付き積載車 3
台を更新し、市消防団第 1 分団第 2 部、第 2 分
団第 1 部（豊科）と第 7 分団第１部（明科東川
手）にそれぞれ配置しました。このうち 2 台を
機動性が高い軽自動車型の車両を市として初め
て導入し、管轄区域内に狭い路地が多い 2 分団と、
中山間地を抱える第 7 分団に配置しました。購
入金額は 3 台で約 2,225 万円です。

長年、消防業務に従事し勤務成績優秀な消防
団員に贈られる総務省消防庁の永年勤続章を、
市消防団の鳥羽昌弘団長（明科東川手）が受賞
しました。市役所で 3 月 23 日、宮澤市長に報告
した鳥羽団長は「家族の支えのお陰で続けるこ
とができました。活動を通じてできた人とのつ
ながりが大きな財産です」とこれまでを振り返
り、「今後も、団員確保などの課題に取り組み、
地域住民の安全安心のため、団員と共に活動し
ていきたいです」と決意を述べました。

市では、災害発生時に十分な応急、復旧活動
を行うことが困難な場合に備えて、自治体や企
業等と災害時の応援協定を締結しています。最
近、締結した協定は下表のとおりです。今後も
防災体制の充実を図るため、自治体や企業との
協力体制を築いていきます。

第７分団新詰所

配備された消防車両

宮澤市長に報告する鳥羽団長

協定締結先 協定内容
千葉県東金市（友好都市） 物資、資機材の提供、職員の派遣

（公社）長野県柔道整復師会 応急手当業務、衛生材料の提供

王子コンテナー株式会社
長野工場 段ボール製ベッドなどの提供

株式会社綿半ホームエイド
綿半スーパーセンター豊科店

物資のほか、被災者へ駐車場など
の施設の提供

株式会社ゼンリン 地図製品の提供

防災用品購入補助金制度

申請期間は３年間
平成32年3月31日まで

大規模な地震などの被害を少しでも防ぐ
ためには、日ごろから備えることが大切です。

市では、市民の皆さんが購入する防災用
品に対して補助金を交付しています。この
機会に防災用品を備えましょう。
問危機管理課危機管理担当

471・2119　672・6739

補助対象と補助率
もしものために備えて
・最低でも３日分の飲料水と食料

を備蓄しましょう。飲料水は一
人一日３リットルが目安です。

・備蓄の他に非常持ち出し袋を準
備し、寝室などに配置しておき
ましょう。

・家具の配置を工夫したり、家具
の転倒防止器具、ガラスの飛散
防止フィルム等を使用したりし
て、地震発生時の家具等による
ケガを防止しましょう。

災
害
へ
の
備
え
、

　
　

万
全
で
す
か
？

協定締結先と協定内容 区分 補助対象用品の
組み合わせ 補助率

一般世帯

①

1/3
①＋②
①＋③
②
②＋③
①＋②＋③

 避難行動要支
援者該当世帯

① 1/3①＋③
② 2/3
②＋③ ②は 2/3、③は 1/3

①＋②＋③ ②は 2/3、①③は 1/3

※ 100 円未満の端数は切り捨て
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■安曇野市コミュニティスクール（ＡＣＳ）イメージ図

安曇野の
豊かな自然

からだを動かし・頭で考え・心に感ずる

たくましい安曇野の子ども 先人が培ってきた
歴史と文化

安曇野市コミュニティスクール（ＡＣＳ）

地域教育協議会
地域コーディネーター

小学校 中学校
協働 地域・社会

家庭

市教育委員会

市
が
目
指
す
子
ど
も
像
と
今
後
の
あ
り
方
と
は

安
曇
野
市
コ
ミ
ュニ
テ
ィ
ス
ク
ー
ル
事
業
ス
タ
ー
ト

市
教
育
委
員
会
で
は
、
本
年
度
か
ら
「
安
曇
野
市
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ス
ク
ー
ル
（
Ａ
Ｃ
Ｓ
）
事

業
」
を
ス
タ
ー
ト
し
ま
す
。
こ
の
事
業
に
よ
り
地
域
と
学
校
の
距
離
を
今
ま
で
以
上
に
縮
め
、

地
域
の
皆
さ
ん
と
の
協
働
に
よ
る
開
か
れ
た
信
頼
さ
れ
る
学
校
づ
く
り
を
目
指
し
ま
す
。

地
域
の
皆
さ
ん
に
は
、
こ
れ
ま
で
学

校
支
援
地
域
本
部
事
業
や
ス
ク
ー
ル
サ

ポ
ー
ト
事
業
な
ど
で
学
校
教
育
活
動
を

支
え
て
い
た
だ
い
て
き
ま
し
た
。
本
事

業
で
は
、
中
学
校
ご
と
の
地
域
教
育
協

議
会
を
よ
り
活
性
化
さ
せ
、
学
校
と
地

域
を
結
ぶ
地
域
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
を

中
心
に
、
地
域
の
皆
さ
ん
が
こ
れ
ま
で

以
上
に
学
校
に
足
を
運
ん
で
い
た
だ
く

こ
と
が
で
き
る
機
会
を
創
出
し
ま
す
。

各
学
校
が
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
の

よ
り
ど
こ
ろ
と
な
り
、
学
校
と
地
域
が

協
働
す
る
こ
と
で
、
市
教
育
大
綱
に
定

め
た「
た
く
ま
し
い
安
曇
野
の
子
ど
も
」

の
育
成
を
目
指
し
ま
す
。

●
地
域
教
育
協
議
会

中
学
校
区
ご
と
に
設
置
し
、学
校
運
営

の
方
針
や
学
校
の
評
価
内
容
等
を
理
解

し
た
う
え
で
、地
域
で
育
て
た
い
子
ど
も

の
姿
や
現
状
に
つ
い
て
話
し
合
い
ま
す
。

●
地
域
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー

学
校
と
地
域
の
調
整
役
と
し
て
各
小

中
学
校
に
1
人
配
置
し
ま
す
。

からだを動かし・頭
で考え・心に感ずる

“たくましい安曇野
の子ども”を地域の
皆さんと共に

市総合教育会議（市長と教育委員会との会議）に
おいて、今後の市の教育のあり方を定めた「教育大
綱」を策定しました。この中の「教育指針」で市が
目指す市民（子ども）像を示していますが、ひと言
にすると「たくましい安曇野の子ども」と表現でき
ます。たくましいとは「からだを動かし・頭で考え・
心に感ずる」ことができる人と具体的に表しました。
この言葉は、郷土の先人である臼井吉見が著書『自
分をつくる』の中で中学生に語ったものです。「安
曇野の豊かな自然」と「先人が培ってきた歴史と文
化」を大切にしながら、“たくましい安曇野の子ども”
を、地域の皆さんと共に育てていきます。

教育長 橋
は し ど

渡勝
か つ や

也

４月から新教育委員会制度に移行
「新」教育長に橋渡勝也さんを任命

平成 27 年の「（改正）地方教育行政の組織及び運営
に関する法律」の施行に基づき、同年 4 月 1 日から教
育委員会制度が変わりました。

教育長については、経過措置の対応をしてきました
が、この度、新制度による新教育長に、これまで教育
長を務めてきた橋渡勝也さんが任命されました。任期
は、本年 4 月 1 日から平成 32 年 3 月 31 日までの 3 年
間です。

これまでの教育長は、教育委員会が任命していまし
たが、新教育長は議会の同意を得て市長が任命し、教
育委員会を代表します。

新教育長の設置により、市長の任命責任や責任体制
が明確になるとともに、教育長が緊急時に教育委員会
議の招集機会を判断するなど、市の教育課題へ迅速に
対応できます。

全国で頑張る
安曇野の子どもたち

全国表彰または全国大会出場で市長を表敬訪
問した皆さんを紹介します。（敬称略）

表敬訪問した皆さん（３月１日）

表敬訪問した皆さん（３月 22 日）

表敬訪問

大日本蚕糸会・蚕糸絹文化学習教育奨励賞
穂高北小児童代表：有

あ る が

賀巧
たくみ

、城
じょうやま

山大
ひ ろ と

翔（天蚕教育）
平成 28 年度全国健康づくり推進学校表彰事業・優良校

穂高西小児童代表：大塚壮
そうごう

剛、竹澤花
か の ん

音（歯科教育）
三郷小児童代表：後藤碧

あ お い

生、小澤萌
も ゆ

友（食教育）

第 16 回全国小学生ソフトテニス大会（千葉県）
臼井琥

こ は く

珀、内藤慶
きょうすけ

介、髙橋洸
こ う き

貴、中村暖
は る や

矢（穂高北小）、
矢巻希

ほ の か

乃香、古幡悠
ゆ う ま

馬、南山侑
ゆうせい

聖（穂高西小）
JOC ジュニアオリンピックカップ
第 11 回全国中学生空手道選抜大会（埼玉県）

武藤美
み う

羽（梓川中）
第 45 回 JA 共済全国小・中学生
交通安全ポスターコンクール・農林水産大臣賞

井出沙
さ ら

良（穂高南小）
第 28 回都道府県対抗全日本ソフトテニス大会（三重県）

内山統
と う や

矢、大鷹颯
そ う や

矢（穂高東中）
第 28 回都道府県対抗全日本中学生ソフトテニス大会
 （三重県）

臼井優
ゆ づ き

月、伊
い よ べ

與部希奈（穂高西中）
第 54 回全国中学校スキー大会（山形県）

小林泰
た い ち

智（穂高西中）
第 47 回ジュニアオリンピック陸上競技大会（神奈川県）

北沢栞
しおり

、村石稜
りょう

（三郷中）、竹岡紗
さ よ

代（堀金中）
第 22 回二宮康明杯・全日本紙飛行機選手権決勝大会（東京都）

髙橋勇
ゆ う と

斗（三郷中）
問学校教育課学校教育係（471・2460　671・2338）

放課後学習室（穂高東中）

豆腐づくり（豊科北小）

市教育大綱・教育指針で示した目指す市民（子ども）像
「北アルプスの裾野に広がる安曇野の豊かな自然と向き合い、幼

児期から生涯にわたり、先人が培ってきた歴史と文化を学ぶとと

もに誇りをもち、明日を切り拓くたくましい力と思いやりをもっ

た、心豊かな国際的な市民を目指します。」
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生垣設置・ブロック塀撤去費用を助成します
住宅地の緑化を進めるとともに、災害に強いまちづくりを実現するため、生垣の設

置とブロック塀の撤去費用を助成しますのでご活用ください。
問建築住宅課建築景観係（471・2242　672・3569）

生
垣
設
置
・
ブ
ロ
ッ
ク
塀
撤
去
助
成

●
対
象
者　
　

新
た
に
生
垣
を
設
置
す
る
市
民
、
ま

た
は
ブ
ロ
ッ
ク
塀
等
の
撤
去
に
合
わ
せ

新
た
に
生
垣
を
設
置
す
る
市
民
で
、
市

税
を
完
納
し
て
お
り
、
次
の
要
件
を
満

た
す
人

▽
申
請
者
の
居
住
ま
た
は
所
有
す
る
住

宅
（
小
規
模
な
店
舗
・
事
務
所
と
の

併
用
住
宅
を
含
む
）
で
あ
る
こ
と
。

▽
補
助
を
受
け
よ
う
と
す
る
工
事
が
、

他
の
補
助
ま
た
は
補
償
を
受
け
て
い

な
い
こ
と
。

※
同
一
敷
地
に
対
し
て
、
１
回
限
り
助

成
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

●
補
助
対
象
経
費

①
長
さ
3
㍍
以
上
の
新
た
な
生
垣
設
置

に
係
る
費
用
（
苗
木
、
土
、
肥
料
等

や
造
園
業
者
に
委
託
す
る
費
用
を
含

む
）
2
分
の
１
以
内
（
上
限
5
万
円
）

②
ブ
ロ
ッ
ク
塀
を
撤
去
し
生
垣
設
置
す

る
場
合
の
撤
去
費
用
（
解
体
、運
搬
、

処
分
費
、
工
事
請
負
費
を
含
む
）
2

分
の
１
以
内
（
上
限
15
万
円
）

③
①
と
②
の
併
用　

①
と
②
の
合
計
額

●
申
請
方
法

工
事
着
手
前
に
、
建
築
住
宅
課
ま
た

は
各
支
所
に
備
え
付
け
の
補
助
金
交

付
申
請
書
に
必
要
事
項
を
記
入
の

上
、
添
付
書
類
を
添
え
て
建
築
住
宅

課
（
2
階
�
番
窓
口
）、
各
支
所
地

域
課
へ
持
参
ま
た
は
郵
送
し
て
く
だ

さ
い
。（
申
請
書
等
は
、
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
か
ら
も
入
手
可
能
）

●
添
付
書
類

▽
業
者
見
積
書
の
写
し
、
ま
た
は
自
営

工
事
見
積
書
（
生
垣
の
樹
種
、本
数
、

樹
高
等
の
寸
法
、
ブ
ロ
ッ
ク
塀
の
数

量
等
を
明
記
し
て
く
だ
さ
い
）

▽
生
垣
設
置
場
所
ま
た
は
ブ
ロッ
ク
塀
撤

去
場
所
と
寸
法
等
を
明
記
し
た
図
面

▽
位
置
図（
住
宅
地
図
の
写
し
等
、住
宅

等
の
所
在（
位
置
）が
分
か
る
図
面

▽
施
工
前
の
事
業
予
定
箇
所
現
場
写
真

▽
納
税
証
明
書
（
申
請
書
の
市
税
納
付

状
況
確
認
欄
の
同
意
が
な
い
場
合
）

●
そ
の
他　

工
事
後
、
実
績
報
告
書
を

提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
生
垣
に
で
き

る
樹
種
に
要
件
が
あ
り
ま
す
。
詳
細

は
建
築
住
宅
課
へ
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

ご
活
用　

く
だ
さ
い

補
助
制
度

生垣設置例

出
生
・
入
学
・
結
婚
・
住
宅
購
入

記
念
樹
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
ま
す

市
で
は
、
人
生
の
思
い
出
と
し
て
、

ま
た
、
大
切
な
緑
を
増
や
す
た
め
に
、

記
念
日
な
ど
に
植
え
る
記
念
樹
（
苗
木

と
植
樹
用
の
用
土
）
を
配
布
し
ま
す
。

●
申
込
期
限　

8
月
31
日
（
木
）
ま
で

●
配
布
期
間　

5
月
１
日
（
月
）
～
10

月
31
日
（
火
）（
予
定
）

●
対
象
者　

市
内
に
住
所
を
有
し
、
市

税
を
完
納
し
て
い
る
人
で
、
次
の
記

念
項
目
に
該
当
す
る
人

①
平
成
28
年
4
月
１
日
か
ら
平
成
29
年

3
月
31
日
ま
で
の
期
間

▽
出
生
し
た
子
の
保
護
者

▽
市
内
に
住
宅
家
屋
（
店
舗
併
用
住
宅

を
含
む
）
を
新
築
（
全
面
改
築
を
含

む
）
ま
た
は
新
築
住
宅
を
購
入
し
た

人
▽
婚
姻
し
た
人

②
平
成
29
年
4
月
以
降

▽
小
学
校
へ
入
学
し
た
子
の
保
護
者

●
申
し
込
み
・
配
布

①
必
要
事
項
を
記
入
の
上
、
申
込
期
限

内
に
建
築
住
宅
課
（
2
階
�
番
窓

口
）、
各
支
所
地
域
課
へ
持
参
ま
た

は
郵
送
し
て
く
だ
さ
い
。（
申
請
書

は
建
築
住
宅
課
、
各
支
所
ま
た
は
市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
入
手
で
き
ま

す
）

②
申
請
者
に
5
月
以
降
「
記
念
樹
等
交

換
券
」
を
送
付
し
ま
す
。
配
布
期
間

内
に
、
取
扱
店
へ
交
換
券
を
持
参
し
、

苗
木
と
用
土
を
受
け
取
っ
て
く
だ
さ

い
。（
取
扱
店
一
覧
は
「
記
念
樹
等

交
換
券
」
送
付
時
に
同
封
し
ま
す
）

③
配
布
し
た
苗
木
は
、
必
ず
市
内
に
植

え
、
植
栽
後
は
写
真
を
添
付
し
た
植

栽
報
告
書
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

※
新
築
は
2
本
、
そ
の
ほ
か
は
１
本
配

布
し
ま
す
。
配
布
す
る
種
類
等
詳
細

は
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

●
問
い
合
わ
せ　

建
築
住
宅
課
建
築
景

観
係
（

71
・
２
２
４
２　

72
・

３
５
６
９
）

太陽光や雨水を有効活用しませんか
地球温暖化対策や資源の有効利用を進めるため、自然エネルギーの活用や雨水の資源化に係る機

器等の設置を助成します。予算に限りがありますので、希望者は早めに申し込みください。　

対象となる機器
住宅の屋根に設置する不凍液などを強制的に循環する太陽熱集熱器と、集めた熱エネルギーを
貯蔵する蓄熱槽によって構成される給湯、冷暖房用等のソーラーシステムを有するもの

補助率・
補助限度額

太陽熱高度利用システムおよび当該設備の設置に要する経費の５分の１
限度額 /4 万円

申請に必要なもの
●補助金交付申請書　　　●対象システムの見積書　　●設置予定箇所の位置図
●設置予定箇所の写真　　●納税状況等確認同意書

対象となる機器
住宅の屋根等への設置に適した低圧配電線と逆潮流有りで連系し、かつ、太陽電池の最大出力
値が 10 キロワット未満の対象システムであるもの

補助率・
補助限度額

太陽電池 1 キロワットあたり３万円
限度額 /12 万円

申請に必要なもの
●補助金交付申請書　　　　●対象システムの見積書　　●設置予定箇所の位置図
●設置予定箇所の写真　　　●納税状況等確認同意書

対象となる施設 雨水を貯留するための構造をもった施設で、住宅の雨どい等に接続し架台等に固定するもの

補助率・
補助限度額

① 100㍑以上 500㍑未満
費用の２分の１
限度額 / １基 ２万5,000円

② 500㍑以上
費用の２分の１
限度額 / １基 ５万円

③合併浄化槽等から転用するもの
費用の２分の１
限度額 / ５万円

申請に必要なもの
●補助金交付申請書　　　●対象施設の見積書　　●設置予定箇所の位置図
●設置予定箇所の写真　　●納税状況等確認同意書

①住宅用太陽熱高度利用システム設置補助金　※着工の２週間前に申請が必要です。

申請者本人が住む市内の住宅に「住宅用太陽熱高度利用システム」を設置する人に対し、補助金を交付します。

②住宅用太陽光発電システム設置補助金　※着工の２週間前に申請が必要です。

申請者本人が住む市内の住宅に「住宅用太陽光発電システム」を設置する人に対し、補助金を交付します。

③住宅用雨水貯留施設設置補助金　※着工の２週間前に申請が必要です。

申請者本人が住む市内の住宅に「雨水貯留施設」を設置する人に対し、補助金を交付します。

問環境課環境政策係（471・2492（直通）　672・3176）

問環境課環境政策係（471・2492（直通）　672・3176）

問環境課環境保全担当（471・2492（直通）　672・3176）

人生の節目を記念樹と
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■
災
害
時
等
の
福
祉
避
難
所
の
開
設
・
運
営　

市
社
会
福
祉
協
議
会
と
協
定
締
結

■
市
と
信
州
大
学　

包
括
的
連
携
協
定
締
結

■
農
家
民
宿
の
輪
を
広
げ
る　

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
開
催

■
安
曇
野
な
ら
で
は
の
オ
ン
リ
ー
ワ
ン
を
全
国
発
信　

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
か
ら
認
定

■
里
山
再
生
計
画
「
さ
と
ぷ
ろ
。」
こ
れ
ま
で
の
成
果
を
発
表

市
社
会
福
祉
協
議
会
（
松
嶋
隆
德

会
長
）
と
「
災
害
時
等
に
お
け
る
福

祉
避
難
所
の
開
設
及
び
運
営
に
関
す

る
協
定
」を
こ
の
ほ
ど
結
び
ま
し
た
。

3
月
13
日
に
市
役
所
で
調
印
式
が

行
わ
れ
、
宮
澤
市
長
と
松
嶋
会
長
が

協
定
書
に
調
印
し
ま
し
た
。

宮
澤
市
長
は
「
災
害
時
に
一
人
も

見
逃
さ
な
い
、
災
害
に
強
い
ま
ち
づ

国
立
大
学
法
人
信
州
大
学
（
濱は
ま
だ田

州く
に
ひ
ろ博
学
長
）
と
「
包
括
的
連
携
に
関

す
る
協
定
」
を
結
び
ま
し
た
。

3
月
9
日
に
市
役
所
で
調
印
式
が

行
わ
れ
、
宮
澤
市
長
と
濱
田
学
長
が

協
定
書
に
調
印
し
ま
し
た
。

今
回
の
協
定
締
結
に
よ
り
、
市
が

政
策
を
進
め
る
際
の
課
題
な
ど
に
つ

い
て
、
同
大
学
の
関
係
す
る
学
部
が

調
査
・
研
究
を
行
い
、
市
と
大
学
が

相
互
に
研
究
成
果
を
活
用
す
る
体
制

都
会
の
子
ど
も
た
ち
を
農
家
が
受

け
入
れ
、農
業
宿
泊
体
験
を
す
る「
農

家
民
宿
」
の
活
動
の
輪
を
広
げ
よ
う

と
「
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム　

農
家
民
宿
に
た

く
す
夢
を
安
曇
野
で
語
ろ
う
」（
市
・

市
農
家
民
宿
連
絡
協
議
会
共
催
）
が

市
は
こ
の
ほ
ど
「
ふ
る
さ
と
オ
ン

リ
ー
ワ
ン
の
ま
ち
」
の
認
定
を
受
け

ま
し
た
。
こ
の
認
定
は
、
ま
ち
の
隠

れ
た
観
光
資
源
を
発
見
し
、
全
国
に

情
報
発
信
し
て
い
る
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人

「
ふ
る
さ
と
オ
ン
リ
ー
ワ
ン
の
ま
ち
」

市
里
山
再
生
計
画
の
こ
れ
ま
で
の

取
り
組
み
を
発
表
す
る「
さ
と
ぷ
ろ
。

フ
ォ
ー
ラ
ム
」
を
3
月
11
日
、
市
役

所
で
開
催
し
ま
し
た
。

当
日
は
、
市
民
な
ど
約
１
０
０
人

が
参
加
。
講
演
で
は
県
林
業
総
合
セ

く
り
を
目
指
し
て
い
き
た
い
」
と
述

べ
、
松
嶋
会
長
は
「
専
門
知
識
と
チ

ー
ム
ワ
ー
ク
で
安
心
で
き
る
避
難
所

に
し
た
い
」と
あ
い
さ
つ
し
ま
し
た
。

協
定
で
は
、
災
害
時
に
一
般
の
避

難
所
で
の
生
活
が
困
難
な
高
齢
者
や

障
が
い
者
、
妊
産
婦
な
ど
が
優
先
的

に
避
難
す
る
福
祉
避
難
所
に
つ
い

て
、
市
の
要
請
に
基
づ
き
、
市
社
会

が
整
い
ま
し
た
。
同
大
学
と
は
、
旧

穂
高
町
時
代
か
ら
人
文
学
部
と
地
域

文
化
の
振
興
・
生
涯
学
習
・
学
術
研

究
な
ど
を
協
力
し
合
う
連
携
協
定
を

結
ん
で
お
り
、
今
回
、
対
象
を
人
文

学
部
に
限
定
せ
ず
、
全
学
に
広
げ
た

も
の
で
す
。

あ
い
さ
つ
で
宮
澤
市
長
は
「
的
確

に
市
民
ニ
ー
ズ
を
捉
え
、
複
雑
化
す

る
地
域
課
題
の
解
決
や
、
職
員
の
課

題
解
決
力
の
向
上
を
図
り
た
い
」
と

2
月
22
日
、
豊
科
交
流
学
習
セ
ン
タ

ー
「
き
ぼ
う
」
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

当
日
は
市
内
外
か
ら
関
係
者
約
70

人
が
出
席
。
農
家
民
宿
に
取
り
組
む

南
信
州
観
光
公
社
の
高
橋
允ま
こ
とさ
ん
が

講
演
し
「
地
域
の
人
と
の
触
れ
合
い

（
東
京
都
）
が
認
定
す
る
も
の
で
、

全
国
で
8
番
目
の
登
録
に
な
り
ま

す
。
3
月
8
日
に
同
法
人
の
津
田
令

子
理
事
長
が
市
役
所
を
訪
れ
、
宮
澤

市
長
に
認
定
証
を
手
渡
し
ま
し
た
。

今
回
、
観
光
地
に
加
え
、
市
の
安
曇

ン
タ
ー
研
究
員
の
清
水
香
代
さ
ん

が
、
明
科
地
域
の
松
枯
れ
被
害
伐
採

跡
地
で
の
樹
種
転
換
の
追
跡
調
査
結

果
を
発
表
し
ま
し
た
。
転
換
後
の
利

用
方
針
に
つ
い
て
は
「
薪
利
用
な
ど

地
域
で
目
的
を
定
め
、
決
定
し
て
ほ

福
祉
協
議
会
が
開
設
・
運
営
を
行
い

ま
す
。

今
回
の
締
結
に
よ
り
、
市
内
に
5

カ
所
あ
る
福
祉
避
難
所
に
つ
い
て
、

福
祉
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
運
営
の
知
識

を
持
っ
た
同
協
議
会
の
専
門
職
員
が

対
応
す
る
こ
と
が
で
き
、
災
害
時
に

迅
速
な
開
設
と
円
滑
な
運
営
が
期
待

さ
れ
ま
す
。

期
待
を
寄
せ
、
濱
田
学
長
は
「
地
域

に
根
差
し
た
大
学
と
し
て
、
全
学
あ

げ
て
連
携
し
て
い
き
た
い
」
と
話
し

ま
し
た
。

今
後
、
生
活
習
慣
病
予
防
に
向
け

た
学
術
研
究
や
、
ソ
バ
や
ホ
ッ
プ
と

い
っ
た
特
産
品
開
発
な
ど
、
健
康
医

療
や
、
産
業
振
興
分
野
で
、
医
学
部

や
農
学
部
な
ど
と
の
連
携
を
予
定
し

て
い
ま
す
。

や
そ
の
場
所
な
ら
で
は
の
体
験
が
子

ど
も
た
ち
に
感
動
を
与
え
る
」
と
活

動
の
ヒ
ン
ト
を
紹
介
し
ま
し
た
。
ま

た
、
市
内
外
の
受
け
入
れ
農
家
に
よ

る
意
見
交
換
な
ど
も
行
わ
れ
、
今
後

の
活
動
の
輪
を
広
げ
ま
し
た
。

野
ブ
ラ
ン
ド
の
向
上
や
田
園
産
業
都

市
に
向
け
た
取
り
組
み
な
ど
が
評
価

さ
れ
認
定
さ
れ
ま
し
た
。
今
後
も
、

市
だ
け
の
「
オ
ン
リ
ー
ワ
ン
」
を
発

掘
し
、
全
国
各
地
・
世
界
各
地
に
情

報
発
信
し
て
い
き
ま
す
。

し
い
」
と
呼
び
掛
け
ま
し
た
。

会
場
で
は
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
活
動

紹
介
の
パ
ネ
ル
展
示
の
ほ
か
、
子
ど

も
向
け
に
松
枯
れ
を
学
ぶ
紙
芝
居
や

被
害
材
で
作
っ
た
積
み
木
に
よ
る
ワ

ー
ク
シ
ョッ
プ
な
ど
も
行
わ
れ
ま
し
た
。

協定書に署名する宮澤市長と松嶋会長（右）

基調講演のほか、各地の取り
組みなどが紹介された

津田理事長から宮澤市長に
認定証が手渡された

紙芝居で松枯れの仕組みを
説明 全学に広げて協定を締結



1819 広報あづみの　2017.4.19 2017.4.19　広報あづみの

市政トピックス

■
市
役
所
の
組
織
が
一
部
変
わ
り
ま
し
た

市
で
は
、
4
月
１
日
か
ら
市
役
所

の
組
織
を
一
部
変
更
し
ま
し
た
。
今

回
の
組
織
改
編
は
、
業
務
効
率
等
を

図
る
た
め
課
等
の
新
設
・
廃
止
を
行

い
ま
し
た
。

課
等
の
新
設
、
廃
止

●
総
務
課
と
行
政
管
理
課
を
総
務
課

と
契
約
検
査
課
に
再
編
し
ま
し

た
。
総
務
課
に
は
、
行
財
政
改
革

や
定
員
適
正
化
な
ど
を
行
う
行
政

管
理
係
、
法
務
、
情
報
公
開
な
ど

を
行
う
法
務
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス

係
を
設
置
し
ま
し
た
。
契
約
検
査

課
に
は
入
札
な
ど
を
行
う
契
約
係

と
工
事
検
査
な
ど
を
行
う
検
査
係

を
設
置
し
ま
し
た
。

●
豊
科
地
域
課
を
廃
止
し
、地
域
づ
く

り
課
に
豊
科
地
域
の
市
民
の
相
談・

要
望
、区
等
の
連
絡
調
整
を
行
う

豊
科
地
域
係
を
設
置
し
ま
し
た
。

な
お
、豊
科
公
民
館
等
の
業
務
は
教

育
部
生
涯
学
習
課
で
行
い
ま
す
。

問
総
務
課
行
政
管
理
係

71
・
２
４
０
８　

71
・
５
１
５
５

■
職
員
人
事
異
動　
（
平
成
29
年
4
月
１
日
付
部
長
・
課
長
級
以
上
）

［
部
長
級
］

▼
総
務
部
長
（
市
民
生
活
部
長
）
堀
内

猛
志
▼
財
政
部
参
事
兼
財
政
課
長
（
長

野
県
よ
り
派
遣
）
百
瀬
秀
樹

［
部
長
級
昇
格
］

▼
市
民
生
活
部
長
（
同
部
地
域
づ
く
り

課
長
兼
市
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
所
長
）

宮
澤
万
茂
留
▼
上
下
水
道
部
長
（
財
政

部
財
政
課
長
）
金
井
恒
人
▼
議
会
事
務

局
長
（
同
事
務
局
次
長
兼
安
曇
野
市
等

公
平
委
員
会
事
務
局
長
）
望
月
利
彦
▼

市
民
生
活
部
参
事
兼
廃
棄
物
対
策
課
長

（
同
部
廃
棄
物
対
策
課
長
）
白
澤
勇
一

［
課
長
級
］

▼
総
務
部
危
機
管
理
課
長
（
教
育
部
学

校
教
育
課
長
）
古
幡
彰
▼
市
民
生
活
部

地
域
づ
く
り
課
長
兼
市
消
費
生
活
セ
ン

タ
ー
所
長
（
同
部
豊
科
地
域
課
長
）
小

林
一
彦
▼
市
民
生
活
部
三
郷
地
域
課
長

兼
三
郷
支
所
長
（
教
育
部
図
書
館
交
流

課
長
兼
中
央
図
書
館
長
兼
穂
高
交
流
学

習
セ
ン
タ
ー
所
長
）
高
嶋
俊
明
▼
保
健

医
療
部
健
康
推
進
課
長
（
同
部
健
康
推

進
課
副
参
事
兼
穂
高
健
康
支
援
セ
ン
タ

ー
長
兼
健
康
支
援
担
当
係
長
）
高
橋
正

子
▼
都
市
建
設
部
監
理
課
長
（
同
部
都

市
計
画
課
長
）
西
沢
剛
▼
議
会
事
務
局

次
長
兼
安
曇
野
市
等
公
平
委
員
会
事
務

局
長（
政
策
部
政
策
経
営
課
付
課
長（
松

本
広
域
連
合
派
遣
））
水
谷
一
郎
▼
教

育
部
学
校
教
育
課
長
（
総
務
部
行
政
管

理
課
長
）
鎌
崎
孝
善
▼
教
育
部
図
書
館

交
流
課
長
兼
中
央
図
書
館
長
兼
穂
高
交

流
学
習
セ
ン
タ
ー
所
長
（
総
務
部
危
機

管
理
課
長
）
丸
山
高
人

［
課
長
級
昇
格
］

▼
総
務
部
契
約
検
査
課
長
（
同
部
総
務

課
長
補
佐
兼
検
査
係
長
）
竹
内
幾
久

夫
▼
総
務
部
人
権
男
女
共
同
参
画
課

長
（
同
課
長
補
佐
兼
人
権
男
女
共
生
担

当
係
長
兼
職
員
課
職
員
担
当
係
長
）
髙

山
厚
子
▼
政
策
部
政
策
経
営
課
付
課
長

（
松
本
広
域
連
合
派
遣
）（
財
政
部
税
務

課
長
補
佐
兼
家
屋
担
当
係
長
）
堀
内
寅

生
▼
市
民
生
活
部
穂
高
地
域
課
長
兼
穂

高
支
所
長
（
財
政
部
財
産
管
理
課
長
補

佐
兼
管
財
担
当
係
長
兼
庁
舎
管
理
係

長
）
二
村
誠
一
▼
市
民
生
活
部
堀
金
地

域
課
長
兼
堀
金
支
所
長
（
同
課
長
補
佐

兼
地
域
担
当
係
長
）
平
倉
秀
一
▼
福
祉

部
子
ど
も
支
援
課
長
（
同
課
長
補
佐
兼

児
童
係
長
）
鳥
羽
登
▼
農
林
部
耕
地
林

務
課
長
（
同
課
長
補
佐
兼
林
務
担
当
係

長
）
丸
山
浩
▼
都
市
建
設
部
建
設
課
長

（
同
部
都
市
計
画
課
長
補
佐
兼
都
市
整

備
係
長
）
藤
原
聖
士
▼
都
市
建
設
部
都

市
計
画
課
長
（
同
課
長
補
佐
兼
計
画
係

長
）
久
保
田
薫
▼
上
下
水
道
部
経
営
管

理
課
長
（
同
課
長
補
佐
兼
庶
務
担
当
係

長
）
高
嶋
雅
俊
▼
保
健
医
療
部
健
康
推

進
課
副
参
事
兼
穂
高
健
康
支
援
セ
ン
タ

ー
長
兼
健
康
支
援
担
当
係
長
（
同
課
長

補
佐
兼
健
康
支
援
担
当
係
長
）
中
澤
弘

子【
退
職
者
】
平
成
29
年
3
月
31
日
付

▼
藤
松
兼
次
（
総
務
部
長
）
▼
猿
田
久

雄
（
都
市
建
設
部
参
事
兼
監
理
課
長
）

▼
竹
花
顕
宏
（
上
下
水
道
部
長
・
長
野

県
帰
任
）
▼
平
川
淳
朗
（
議
会
事
務
局

長
）
▼
市
川
明
美
（
総
務
部
人
権
男
女

共
同
参
画
課
長
）
▼
原
野
和
徳
（
市
民

生
活
部
穂
高
地
域
課
長
）
▼
中
野
計
正

（
市
民
生
活
部
穂
高
地
域
課
副
参
事
）

▼
臼
井
基
（
市
民
生
活
部
堀
金
地
域
課

長
）
▼
赤
羽
篤
（
市
民
生
活
部
三
郷
地

域
課
長
）
▼
等
々
力
素
己
（
福
祉
部
子

ど
も
支
援
課
長
）
▼
宮
下
文
代
（
保
健

医
療
部
健
康
推
進
課
長
）
▼
柴
野
明
敏

（
農
林
部
耕
地
林
務
課
長
）
▼
内
田
仁

（
都
市
建
設
部
建
設
課
長
）
▼
二
木
貞

安
（
上
下
水
道
部
経
営
管
理
課
長
）

市民生活部長

宮澤万茂留

上下水道部長

金井 恒人

議会事務局長

望月 利彦

財政部参事
兼財政課長

百瀬 秀樹

市民生活部参事
兼廃棄物対策課長

白澤 勇一

部等の
名称

今までの名称 新しいまでの名称
課等の名称 係等の名称 課等の名称 係等の名称 電話番号

総
務
部

総務課 庶務法規担当 総務課 行政管理係 471・2408
契約担当 法務コンプライアンス係 471・2407
検査係 契約検査課 契約係 471・2002

検査係 471・2409
行政管理課 行政担当 廃止

市
民
生
活
部

地域づくり課 まちづくり推進係 地域づくり課 まちづくり推進係 471・2494
生活安全係 生活安全係 471・2495
市民相談室 豊科地域係 472・3112
消費生活センター 市民相談室 471・2496

消費生活センター 471・2100
豊科地域課 地域担当 廃止

●課・係名等を変更した部署

●組織変更に伴う各窓口の変更（市役所２階）

※青字部分が、変更等があった課・係等になります。

①契約検査課を旧行政管理課の場所に設置しました。
②「豊科地域係」を地域づくり課内に設置しました。
③「市民相談室・市消費生活センター」は、旧豊科地域課の場所に移転しました（電話番号など

の変更はありません）。

207

契
約
検
査
課

18

総
務
課

市民相談室
市消費生活
センター

③

① ②
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桜・SAKURA 交流会（光城山 1000 人プロジェクト
主催）が 3 月 18 日、市役所で行われました。講演会では、
笹本正治さん（長野県立歴史館館長）が、スクリーン
に市内の桜を映しながら、「桜に囲まれて生活できる豊
かさを実感し、景観を守ってほしい」とさまざまな見
方で桜の美しさや保全の重要性等を説明しました。パ
ネルディスカッションでは、桜の保全を行う団体が抱
える課題や今後の目標について意見交換が行われまし
た。

午後からは、協働のまちづくりフォーラムが行われ、
茅野恒

つねひで

秀さん（信州大学人文学部准教授）が地域資源
を生かしたまちづくりについて講演し「地元だけでな
く、さまざまな地域、場所、人々とのつながりを持つ
ことが重要です」と話しました。続けて、つながりひ
ろがる地域づくり事業成果発表会が行われ、事業成果
をまとめたパネル展示や合唱団による歌の発表等が行
われました。

土に親しみながら親子の触れ合いの場を
持ってもらおうと、親子対象の陶芸教室が 3
月 11 日、穂高陶芸会館で行われました。当
日は、19 人が参加。親子で協力しながら、そ
ば猪口や小皿を制作し、仕上げに竹のヘラな
どの道具で模様などを付けました。参加した
會
あ い だ

田菜
な な こ

々子ちゃん（穂高有明）は「土のやわ
らかい感じが面白かったです」と話してくれ
ました。この日製作したそば猪口などは、陶
芸会館で焼き上げ、約１カ月後に参加者の手
元に届けられる予定です。

優れた環境への取り組みを表彰する「第 20
回環境コミュニケーション大賞」（環境省等
主催）の「環境活動レポート部門」で、市内
の共和アスコン株式会社（金

きんばら

原一
か ず お

男代表取締
役社長）が優良賞を受賞しました。今回の受
賞は同社の環境に配慮した事業経営と、図や
グラフなどを効果的に使用し、読みやすくま
とめた環境活動レポートが高く評価されまし
た。

3 月 14 日に宮澤市長へ受賞報告した金原さ
んは「努力を継続してきた結果が評価された。
今後も取り組みを続けていきたい」と話しま
した。

3/18　桜・SAKURA 交流会、協働のまちづくりフォーラム

3/11　春の親子陶芸教室

3/14　共和アスコン株式会社が受賞報告

地域資源を生かしたまちづくり

親子で土の感触を楽しむ

環境に配慮した運営が評価

全国のご当地ナポリタンを競い合う「カ
ゴメナポリタンスタジアム 2017」（カゴメ株
式会社主催）に安曇野林

り ん ご

檎ナポリタンを提
供する食事処美里（堀金烏川）が 3 月 15 日
に行われた予選会を通過し、全国大会へ出
場を決めました。

安曇野林檎ナポリタンは、安曇野産リン
ゴを使用したご当地グルメ。同店店長の
北
きた

林
ばやし

智
とものり

紀さんは、「リンゴとナポリタンは
異色の組み合わせだが、味がマッチしてい
て、自信のある一品です」と抱負を力強く
語りました。全国大会は5月13、14日の両日、
東京スカイツリーで行われ、インターネッ
ト投票などにより日本一が決定します。

あづみのジュニアクラシック音楽会が 3
月 18 日、穂高交流学習センター「みらい」
で行われました。

当日は、昨年 7 月「あづみの新進音楽家
公開オーディション・ジュニアの部」で選
ばれた、6 組 7 人が練習の成果を発表しま
した。ピアノ独奏でショパン等 3 曲を演奏
した西

にしたに

谷ありあさん（穂高西中１年）は「と
ても緊張したけど、たくさんの人の前で演
奏ができて楽しかったです」と話してくれ
ました。

3 月末で工房を巣立つ若手作家の卒房展が 3 月 24
日から 29 日まで豊科南穂高のあづみ野ガラス工房で
行われました。同工房には、多摩美術大学でガラス工
芸を専攻した若手作家が約 5 年間所属し、制作の傍ら
工房運営にも携わり、研さんを積んでいます。

本年で同工房を離れる池内康
こうすけ

祐さん（埼玉県出身）
がこれまでに制作した器や置物など吹きガラス約 100
点が展示されました。地域の早起き野球チームでも活
躍した池内さんは「豊かな自然の中で感性や技術を磨
くことができました。早起き野球に参加して、大切な
地域の人とのつながりもできました」と 6 年間を振り
返り、「将来は安曇野で自分の工房を開きたい」と今
後の目標を話してくれました。

3/15　安曇野林檎ナポリタン全国大会出場 

3/18　あづみのジュニアクラシック音楽会

3/24　あづみ野ガラス工房卒房展

ナポリタン日本一を目指して

未来の名奏者を発掘

安曇野で磨いた感性を生かして
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①
こ
ど
も
映
画
教
室

映
画
作
り
の
楽
し
さ
を
体
験
し
ま
せ

ん
か
。
初
心
者
で
も
ス
タ
ッ
フ
が
基
礎

か
ら
丁
寧
に
教
え
ま
す
。

●
対
象　

市
内
在
住
の
小
学
校
4
年
生

～
高
校
生

●
内
容　

シ
ナ
リ
オ
作
り
、
撮
影
、
編

集
、
上
映
会
ま
で
の
映
画
制
作
全
般

●
講
師　

河
崎
義
祐
さ
ん
（
映
画
監

督
）・
麻
和
正
志
さ
ん
（
映
像
作
家
）・

映
像
会
社
撮
影
ス
タ
ッ
フ

●
定
員　

20
人
（
先
着
順
。
初
め
て
の

受
講
者
を
優
先
し
ま
す
）

②
サ
ポ
ー
ト
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ス
タ
ッ
フ

子
ど
も
た
ち
の
映
画
制
作
を
サ
ポ
ー

ト
す
る
ス
タ
ッ
フ
を
募
集
し
ま
す
。

●
対
象　

大
学
生
以
上

【
①
・
②
共
通
事
項
】

●
日
時　

5
月
20
日
～
11
月
25
日
午
前

10
時
～
午
後
3
時
（
お
お
む
ね
毎
月

第
4
土
曜
日
・
全
7
回
）

●
参
加
費　

無
料

●
申
し
込
み　

4
月
24
日
（
月
）
か
ら

5
月
11
日
（
木
）
ま
で
に
生
涯
学
習

課
に
電
話
で
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

光
城
山
に
講
師
と
一
緒
に
登
り
な
が

ら
、
植
物
を
観
察
し
ま
す
。
生
息
す
る

植
物
を
知
っ
て
、
光
城
山
を
身
近
に
感

じ
て
み
ま
せ
ん
か
。

●
日
時　

5
月
13
日
（
土
）
午
前
9
時

～
正
午
（
雨
天
の
場
合
は
、
順
延
）

●
集
合
場
所　

光
城
山
登
山
口
駐
車
場

●
行
程　

光
城
山
登
山
口
～
桜
コ
ー
ス

～
光
城
山
山
頂
（
解
散
）

●
講
師　

横
内
文
人
さ
ん
（
長
野
県
自

然
観
察
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
）　

●
主
催　

光
城
山
１
０
０
０
人
Ｓ
Ａ
Ｋ

Ｕ
Ｒ
Ａ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

●
定
員　

20
人
（
抽
選
）
※
抽
選
結
果

は
5
月
10
日
（
水
）
ま
で
に
申
込
者

全
員
に
文
書
で
通
知
し
ま
す
。

●
参
加
費　

無
料

●
申
し
込
み　

5
月
2
日
（
火
）
ま
で

に
、
地
域
づ
く
り
課
に
電
話
で
申

し
込
み
く
だ
さ
い
。（
受
付
時
間
は
、

午
前
8
時
30
分
～
午
後
5
時
）

（
受
付
時
間
は
、
土
日
祝
日
を
除
く

午
前
8
時
30
分
～
午
後
5
時
）

③
ス
ト
ー
リ
ー
等
の
募
集

映
画
教
室
で
撮
影
す
る
映
画
の
ス
ト

ー
リ
ー
や
シ
ナ
リ
オ
を
募
集
し
ま
す
。

●
内
容　

子
ど
も
が
主
役
で
20
分
以
内

の
映
画
ス
ト
ー
リ
ー
や
シ
ナ
リ
オ

●
申
し
込
み　

5
月
19
日
（
金
）
ま
で

に
、
生
涯
学
習
課
に
メ
ー
ル
ま
た
は

郵
送
で
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

●
郵
送
先　

〒
３
９
９
‐
８
２
８
１

（
住
所
記
載
不
要
）
生
涯
学
習
課
宛

安
曇
野
フ
ァ
ミ
リ
ー
ス
ポ
ー
ツ
カ
フ
ェ

子
ど
も
か
ら
高
齢
者
ま
で
楽
し
む
こ

と
が
で
き
る
ス
ポ
ー
ツ
教
室
を
全
６
回

開
催
し
ま
す
。
第
１
回
は
、「
家
族
で

遊
び
運
動
教
室
」
で
す
。
体
や
身
の
回

り
の
「
物
」
を
遊
び
道
具
に
し
な
が
ら
、

運
動
能
力
を
高
め
ま
す
。

●
日
時　

6
月
3
日
（
土
）
午
前
9
時

30
分
～
11
時
30
分

●
場
所　

堀
金
小
学
校
体
育
館

●
講
師　

細
野
築
三
さ
ん
（
市
ス
ポ
ー

ツ
推
進
委
員
）

●
対
象　

家
族
・
親
子

●
定
員　

25
組
（
先
着
順
）

●
参
加
費　

１
人
４
０
０
円
、
ス
ポ
ネ

ッ
ト
常
念
会
員
は
１
人
３
０
０
円

世
界
か
ん
が
い
施
設
遺
産
に
登
録
さ

れ
た
拾
ケ
堰
沿
い
の
約
9
㎞
の
区
間
を

ウ
オ
ー
キ
ン
グ
し
ま
す
。（
一
部
バ
ス

移
動
）

※
フ
ッ
ト
パ
ス
…
地
域
の
風
土
を
楽
し

み
な
が
ら
歩
く
小
道

●
日
時　

5
月
13
日
（
土
）
午
前
7
時

50
分
か
ら
正
午
（
雨
天
時
は
5
月
20

日
に
延
期
）

●
集
合　

堀
金
支
所

●
対
象　

市
内
在
住
・
勤
務
・
通
学
の
人
。

小
学
3
年
生
以
下
は
保
護
者
同
伴
。

●
定
員　

20
人
（
先
着
順
）

●
申
し
込
み　

4
月
24
日
（
月
）
か
ら

5
月
１
日
（
月
）
の
間
に
、
堀
金
公

民
館
に
電
話
で
申
し
込
み
く
だ
さ

い
。（
受
付
時
間
は
、
午
前
8
時
30

分
～
午
後
5
時
）

出
会
い・
ふ
れ
あ
い・
生
き
が
い
セ
ミ
ナ
ー

豊
か
な
人
生
の
送
り
方
、
楽
し
み
方

を
学
ぶ
講
座
を
開
催
し
ま
す
。

●
日
時　

5
月
15
日
（
月
）
午
後
7
時

●
申
し
込
み　

4
月
24
日
（
月
）
か
ら

堀
金
総
合
体
育
館
に
備
え
付
け
の
用

紙
に
必
要
事
項
を
記
入
の
上
、
窓
口

へ
申
し
込
む
か
、
ス
ポ
ネ
ッ
ト
常
念

事
務
局
、
ま
た
は
生
涯
学
習
課
へ
電

話
で
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

●
そ
の
他　

今
後
の
日
程
は
市
ま
た
は

ス
ポ
ネ
ッ
ト
常
念
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を

ご
覧
く
だ
さ
い
。

●
問
い
合
わ
せ　

堀
金
総
合
体
育
館
内

ス
ポ
ネ
ッ
ト
常
念
事
務
局
（

・

72
・
６
３
４
０
）

第
19
回
穂
高
地
域
ゴ
ル
フ
大
会

市
民
の
親
睦
を
深
め
、
健
康
増
進
や

体
力
の
向
上
を
図
る
た
め
、
ゴ
ル
フ
大

会
を
開
催
し
ま
す
。

●
期
日　

5
月
24
日
（
水
）

●
場
所　

あ
づ
み
野
カ
ン
ト
リ
ー
ク
ラ

ブ
●
対
象　

市
在
住
、
在
勤
、
出
身
の
人

●
定
員　

１
６
０
人
（
先
着
40
組
）

●
費
用　

参
加
費
２
０
０
０
円
、
プ
レ

ー
費
１
万
円
（
税
別
）

●
申
し
込
み　

4
月
20
日
（
木
）
か
ら

5
月
18
日
（
木
）
ま
で
に
、
穂
高
会

館
に
備
え
付
け
の
用
紙
に
必
要
事
項

を
記
入
の
上
、
穂
高
会
館
窓
口
へ
申

し
込
み
く
だ
さ
い
。

●
問
い
合
わ
せ　

実
行
委
員
会
事
務
局

田
島
實
さ
ん
（
82
・
８
９
７
６
）

～
8
時
30
分

●
場
所　

豊
科
公
民
館　

大
会
議
室

●
対
象　

市
内
在
住
・
在
勤
・
在
学
者

●
講
義　

相
撲
に
か
け
た
青
春
と
大
相

撲
の
楽
し
み
方
（
全
3
回
）

▽
第
2
回　

大
相
撲
の
見
方
・
楽
し
み

方
（
第
3
回
は
6
月
開
催
予
定
）

●
講
師　

西
村
紘
文
さ
ん
（
元
高
校
教

諭
、
信
州
松
本
相
撲
甚
句
会
師
範
）

●
参
加
費　

無
料

●
申
し
込
み　

不
要
。
直
接
会
場
ま
で

お
越
し
く
だ
さ
い
。

第
54
回
童
謡
祭
り
～
第
36
回
作
詞
作
曲

コ
ン
ク
ー
ル
表
彰
～

「
め
え
め
え
児こ

や

ぎ
山
羊
」
の
作
詞
者
で

あ
る
藤
森
秀
夫
（
詩
人
・
ド
イ
ツ
文
学

者
・
豊
科
出
身
）
の
業
績
を
顕
彰
し
、

今
年
で
54
回
を
迎
え
ま
す
。
懐
か
し
い

日
本
の
歌
を
楽
し
み
ま
し
ょ
う
。

●
日
時　

5
月
5
日
（
金
）
午
前
9
時

30
分
～
正
午

●
場
所　

豊
科
公
民
館
大
ホ
ー
ル

●
入
場
料　

無
料

●
内
容　

▽
第
36
回
作
詞
作
曲
コ
ン
ク

ー
ル
表
彰
・
最
優
秀
曲
の
披
露
▽
地

元
演
奏　

認
定
こ
ど
も
園
児
、
童
謡

唱
歌
を
歌
う
会
、
豊
科
コ
ー
ラ
ス
団

体
の
演
奏
▽
招
待
演
奏　

声
楽
家

渡
辺
し
お
り
さ
ん
（
岡
谷
市
在
住
）、

ピ
ア
ニ
ス
ト　

臼
井
文
代
さ
ん
（
安

曇
野
市
在
住
）

田淵行男記念館の催し　舘
た て の

野 鴻
ひろし

原画展「ぎふちょう」貞享義民記念館　臨地講座　飛騨国大原騒動

　図鑑や生物画、解剖図等も手掛ける作者の観察に基づいた昆虫の絵本の原画を展示します。
●日時　4 月 25 日（火）～ 7 月 2 日（日）午前 9 時～午後 5 時
●場所　記念館　地階展示室
●入館料　高校生以上 300 円、市内在住の 70 才以上の人は無料
●休館日　月曜日（祝日の場合はその翌日）、祝日の翌日
舘野鴻ギャラリートーク
　作品や田淵行男との関わりについて説明します。
●日時　5 月 7 日（日）午後 2 時～ 3 時　●場所　記念館　地階展示室
●定員　40 人　●申し込み　不要　●参加費　入館料が必要
●問い合わせ　田淵行男記念館　472・9964　688・2010

　江戸時代、明和 8 年から寛政１年（1771 ～ 1789）の 18 年にわたり飛騨で起きた大規模な騒動について講
師の講義を聴き、現地を見学します。
●日時　5 月 26 日（金）午前 8 時集合　午後 6 時解散予定　●集合場所　記念館ロビー
●見学地　高山陣屋、国分寺、騒動供養塔等　
●講師　田中　彰さん（高山市史編纂室）
●定員　30 人（抽選）　●参加費　無料。入館料、昼食代等は自己負担。
●持ち物　飲み物、雨具、資料等
●申し込み　5 月 14 日（日）までに、電話かファクスで申し込みください。抽選結果は、5 月 18 日（木）ま

でに申込者に連絡します。
●問い合わせ　貞享義民記念館　477・7550　677・7551

生
涯
学
習

公
民
館

こ
ど
も
映
画
教
室
参
加
者
等
募
集

生
涯
学
習
課
社
会
教
育
担
当

71
・
２
４
６
６ 

71
・
２
３
３
８

shogaigakushu@
city.azum

ino.nagano.jp

ス
ポ
ー
ツ
イ
ベ
ン
ト
参
加
者
募
集

生
涯
学
習
課
ス
ポ
ー
ツ
推
進
担
当

71
・
２
４
６
７ 

71
・
２
３
３
８

光
城
山
「
自
然
観
察
会
」

地
域
づ
く
り
課
ま
ち
づ
く
り
推
進
係

71
・
２
４
９
４ 

72
・
３
１
７
６

豊
科
公
民
館
の
催
し

豊
科
公
民
館
内
生
涯
学
習
課
社
会
教
育
担
当

72
・
２
１
５
８ 

73
・
６
４
０
１

堀
金
公
民
館　

ふ
る
さ
と
常
念
の

里
講
座　

拾
ケ
堰
フ
ッ
ト
パ
ス

堀
金
公
民
館
内
地
域
課
地
域
担
当

72
・
５
７
９
６ 

72
・
４
９
０
０

舘野鴻　絵本『ぎふちょう』
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健
康
づ
く
り
講
座
～
い
つ
ま
で
も
若
々

し
い
脳
を
保
つ
た
め
に
～

脳
の
5
つ
の
機
能
を
チ
ェ
ッ
ク
す
る

フ
ァ
イ
ブ
コ
グ
検
査
を
行
い
、
脳
の
活

性
化
に
つ
い
て
学
習
し
ま
す
。

●
日
時　

5
月
9
日
（
火
）
午
後
１
時

30
分
～
3
時

●
場
所　

明
科
公
民
館　

講
堂

●
講
師　

市
介
護
保
険
課
職
員

●
参
加
費　

無
料

●
申
し
込
み　

不
要

人
生
の
終
い
方
講
座

老
後
の
過
ご
し
方
、
エ
ン
デ
ィ
ン
グ

ノ
ー
ト
の
書
き
方
な
ど
を
学
び
、
仲
間

と
食
事
を
し
て
楽
し
く
過
ご
し
ま
す
。

●
日
時　

5
月
25
日
（
木
）
午
前
10
時

～
午
後
１
時

●
場
所　

長
峰
荘

●
講
師　

小
笠
原
教
明
さ
ん
（
明
科
図

書
館
長
）、
庵
谷
寛
さ
ん
（
法
祥
苑
）

●
参
加
料　

１
０
０
０
円
（
講
座
受
講

料
・
昼
食
代
）

●
対
象　

市
内
在
住
、
在
勤
者

●
定
員　

40
人
（
先
着
順
）

●
そ
の
他　

明
科
支
所
か
ら
午
前
9
時

30
分
に
送
迎
バ
ス
を
運
行
し
ま
す
。

開
館
25
周
年
記
念　

岩
橋
崇
至
山
岳
写
真
展
「
大
地
の
貌か

お

」

山
岳
写
真
家
・
岩
橋
崇
至
さ
ん
の
写

真
展
を
開
催
し
ま
す
。
北
ア
ル
プ
ス
の

環
境
変
化
や
自
然
の
造
形
美
を
大
画
面

で
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

●
日
時　

4
月
28
日
（
金
）
～
6
月
4

日
（
日
）
午
前
9
時
～
午
後
5
時

※
入
場
は
午
後
4
時
30
分
ま
で

●
場
所　

▽
豊
科
近
代
美
術
館　

本
館

展
示
室
・
新
館
大
展
示
室　

▽
豊
科
交
流
学
習
セ
ン
タ
ー「
き
ぼ
う
」

2
階
多
目
的
交
流
ホ
ー
ル

●
観
覧
料　

一
般
７
０
０（
６
０
０
）円

大
学
生
・
高
校
生
５
０
０（
４
０
０
）

円　

※
中
学
生
以
下
無
料
（　

）
は

団
体
料
金

●
休
館
日　

月
曜
日
（
5
月
１
日
は
開

館
）

【
関
連
イ
ベ
ン
ト
】
①
、
②
は
申
し
込

み
不
要
、
観
覧
料
が
必
要
で
す
。

①
岩
橋
崇
至
講
演
会

　
「
大
地
の
貌
ー
50
年
の
軌
跡
」

講
演
会
と
ス
ラ
イ
ド
シ
ョ
ー
を
お
楽

し
み
く
だ
さ
い
。

●
日
時　

5
月
6
日（
土
）午
後
2
時
～

●
申
し
込
み　

5
月
15
日
（
月
）
か
ら

17
日
（
水
）
の
間
に
明
科
公
民
館
へ

電
話
で
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。（
受

付
時
間
は
、午
前
9
時
～
午
後
5
時
）

世
界
を
巡
る
料
理
教
室
①
ロ
シ
ア
編

ピ
ロ
シ
キ
と
ボ
ル
シ
チ
を
作
り
ま

す
。

●
日
時　

5
月
16
日
（
火
）
午
前
9
時

30
分
～
正
午

●
場
所　

穂
高
会
館
調
理
実
習
室

●
講
師　

安
井
邦
夫
さ
ん
（
明
科
公
民

館
長
）

●
対
象
者　

市
内
在
住
・
在
勤
者

●
定
員　

20
人
（
抽
選
）

●
費
用　

１
０
０
０
円
（
講
座
受
講
料

２
０
０
円
を
含
む
）

●
申
し
込
み　

4
月
24
日
（
月
）・
25

日
（
火
）
に
穂
高
会
館
へ
電
話
で
申

し
込
み
く
だ
さ
い
。（
受
付
時
間
は
、

午
前
9
時
～
午
後
5
時
）
※
参
加
決

定
者
に
は
後
日
、
通
知
し
ま
す
。

里
山
ト
レ
ッ
キ
ン
グ

雨
引
山
登
山
と
自
然
観
察
会

松
川
村
と
大
町
市
境
に
そ
び
え
る

雨
引
山
に
登
り
ま
す
。
新
緑
の
雨
引
山

か
ら
の
眺
望
と
自
然
を
味
わ
い
ま
せ
ん

か
。

●
日
時　

5
月
26
日
（
金
）
午
前
7
時

●
場
所　

美
術
館　

多
目
的
ホ
ー
ル

②
岩
橋
崇
至
ギ
ャ
ラ
リ
ー
ト
ー
ク

期
間
中
、
館
内
で
岩
橋
さ
ん
に
よ
る

ギ
ャ
ラ
リ
ー
ト
ー
ク
を
開
催
し
ま
す
。

●
日
時　

4
月
29
日（
土
）、5
月
13
日

（
土
）、
20
日（
土
）午
後
2
時
～

●
場
所　

美
術
館
2
階　

本
館
展
示

室
・
新
館
大
展
示
室

③
岩
橋
崇
至
子
ど
も
写
真
教
室

　
「
バ
ラ
を
撮
ろ
う
＋
プ
リ
ン
ト
教
室
」

親
子
を
対
象
と
し
た
写
真
の
実
践
ワ

ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
で
す
。
撮
影
し
た
写
真

は
、
館
内
に
展
示
し
ま
す
。

●
日
時　

5
月
21
日（
日
）午
後
2
時
～

●
場
所　

豊
科
近
代
美
術
館　

多
目
的

ホ
ー
ル
・
屋
外
庭
園

●
定
員　

親
子
15
組
（
先
着
順
）

●
参
加
費　

無
料

●
持
ち
物　

カ
メ
ラ
（
無
い
場
合
は
機

材
の
貸
し
出
し
も
あ
り
ま
す
）

●
申
し
込
み　

4
月
25
日
（
火
）
か
ら

豊
科
近
代
美
術
館
へ
電
話
で
申
し
込

み
く
だ
さ
い
。（
受
付
時
間
は
、
午

前
9
時
～
午
後
5
時
）

●
休
館
日　

月
曜
日

陶
芸
体
験
で
マ
イ
カ
ッ
プ
を
作
り
ま

40
分
～
午
後
１
時
30
分

●
内
容　

穂
高
会
館
駐
車
場
集
合
・
解

散
。
松
川
村
馬
羅
尾
高
原
登
山
口
ま

で
バ
ス
で
送
迎
。
雨
引
山
頂
上
ま
で

自
然
観
察
を
し
な
が
ら
約
2
時
間
余

り
、
下
山
に
約
70
分
。
途
中
、
少
し

要
注
意
箇
所
あ
り
。

●
対
象　

市
内
在
住
・
在
勤
者
（
体
力

に
自
信
の
あ
る
人
）

●
講
師　

小
河
深
美
さ
ん
（
安
曇
野
緑

の
会
）

●
費
用　

２
０
０
円
（
受
講
料
）

●
定
員　

35
人
（
抽
選
）

●
申
し
込
み　

4
月
26
日
（
水
）・
27

日
（
木
）
に
、
穂
高
公
民
館
へ
電
話

で
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。（
受
付
時

間
は
午
前
9
時
～
午
後
5
時
）

防
災
に
関
す
る
講
演
会

死
者
ゼ
ロ
白
馬
の
教
訓
に
学
ぶ

白
馬
村
神
城
堀
之
内
区
元
区
長
の
鎌

倉
宏
さ
ん
が
素
早
い
救
助
実
現
の
背
景

や
当
時
の
行
動
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
づ
く

り
等
に
つ
い
て
講
演
し
ま
す
。

●
日
時　

5
月
11
日
（
木
）
午
後
7
時

～
8
時
30
分

●
会
場　

穂
高
会
館　

講
堂

●
講
師　

鎌
倉
宏
さ
ん
（
元
堀
之
内
区

区
長
）

●
対
象　

ど
な
た
で
も

●
入
場
料　

無
料

●
申
し
込
み　

不
要

せ
ん
か
。
豊
科
近
代
美
術
館
に
体
験
で

作
っ
た
マ
イ
カ
ッ
プ
と
引
換
券
を
持
参

す
れ
ば
、
コ
ー
ヒ
ー
ケ
ー
キ
セ
ッ
ト
を

提
供
し
ま
す
。
ま
た
、
館
内
見
学
１
０

０
円
引
き
の
特
典
も
受
け
ら
れ
ま
す
。

●
日
時　

5
月
14
日
（
日
）
午
前
9
時

30
分
～
11
時
30
分

●
場
所　

穂
高
陶
芸
会
館
作
陶
室

●
参
加
費　

８
０
０
円

●
定
員　

20
人
（
先
着
順
）

●
申
し
込
み　

4
月
25
日
（
火
）
か
ら

参
加
費
を
添
え
て
穂
高
陶
芸
会
館
窓

口
に
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

●
そ
の
他　

作
品
の
完
成
は
6
月
中
旬

頃
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

会
員
が
、
絵
画
・
工
芸
・
彫
刻
・
写

真
・
手
芸
な
ど
作
品
を
出
品
し
ま
す
。

●
日
時　

5
月
13
日（
土
）～
28
日（
日
）

午
前
9
時
～
午
後
5
時
（
初
日
は
午

後
1
時
～
）

●
場
所　

美
術
館
主
屋
、
メ
デ
ィ
ア
フ

ォ
ー
ラ
ム

●
入
場
料　

無
料
（
本
館
展
示
室
は
有

料
）

●
休
館
日 

月
曜
日

公
民
館

明
科
公
民
館
の
催
し

明
科
公
民
館
内
明
科
地
域
課
地
域
担
当

62
・
４
６
０
５ 

62
・
５
８
９
４

穂
高
公
民
館
の
催
し

穂
高
公
民
館
内
地
域
課
地
域
担
当

82
・
５
９
７
０ 

82
・
３
９
９
０

「第 7 回あづみの新進音楽家　公開オーディション」出場者募集
「第 7 回あづみの新進音楽家公開オーディション」出場者を募集します。一般の部は、市や市教育委員会が開催

するコンサート、ジュニアの部は、3 月に開催する音楽会の出演者を選考します。
●日時　7 月 29 日（土）午前 9 時 30 分～（予定）　●場所　穂高交流学習センター「みらい」多目的交流ホール
●募集対象　▷一般の部　器楽（ピアノ・フルート・ヴァイオリン等）、声楽　▷ジュニアの部　器楽（ピアノ・フルー

ト・ヴァイオリン等）　●参加資格　参加資格等詳細は申込用紙を確認ください。　
●演奏曲　自由。5 ～ 10 分程度。　●参加費　一般の部　2,000 円　ジュニアの部　無料
●応募方法　申込用紙に必要事項を記入し、6 月 20 日（火）までに、郵送、持参、ファクス、または電子メール

により提出してください。（一般の部は参加費も含めて）申込用紙は、「みらい」窓口または市ホームページから
入手できます。

●申し込み　〒 399‐8303　安曇野市穂高 6765-2　穂高交流学習センター「みらい」内「あづみの新進音楽家公開オー
ディション」担当　481・3111　682・0966　　utoshokankoryu@city.azumino.nagano.jp

文
化
施
設

豊
科
近
代
美
術
館
の
催
し

豊
科
近
代
美
術
館

73
・
５
６
３
８ 

73
・
６
３
２
０

穂
高
陶
芸
会
館
の
催
し

マ
イ
カ
ッ
プ
作
り
＆
豊
科
近
代
美

術
館
喫
茶
室
で
コ
ー
ヒ
ー
タ
イ
ム

穂
高
陶
芸
会
館

82
・
６
７
５
０

安
曇
野
髙
橋
節
郎
記
念
美
術
館

第
13
回
友
の
会
会
員
展

安
曇
野
髙
橋
節
郎
記
念
美
術
館

81
・
３
０
３
０ 

82
・
０
５
５
１

「水色の時道祖神」と桜
（平成 27 年撮影）

再
発
見
！
安
曇
野
の
文
化   

そ
の
61

文
化
課
文
化
財
保
護
係

71
・
２
４
６
５ 

71
・
２
３
３
８

「
水
色
の
時
道
祖
神
」
と
桜

犀
川
に
穂
高
川
と
高
瀬
川
が
流
入
す
る

「
三
川
合
流
」
の
近
く
、
穂
高
川
右
岸
の

堤
防
か
ら
南
を
眺
め
る
と
、「
水
色
の
時

道
祖
神
」が
あ
り
ま
す
。
こ
の
道
祖
神
は
、

昭
和
50
年
（
１
９
７
５
年
）
に
放
送
さ
れ

た
Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
連
続
テ
レ
ビ
小
説
「
水
色
の

時
」
撮
影
の
際
に
造
ら
れ
た
も
の
で
す
。

可
愛
ら
し
い
双
体
道
祖
神
で
、
現
在
で
は

安
曇
野
観
光
の
目
的
地
の
一
つ
に
も
な
っ

て
い
ま
す
。

四
月
に
な
る
と
、
こ
の
道
祖
神
の
周
辺

は
、
一
気
に
春
め
き
ま
す
。
畑
は
新
芽
で

緑
色
の
絨じ
ゅ
う
た
ん毯
を
広
げ
た
よ
う
に
な
り
、
ま

だ
雪
の
残
る
常
念
岳
を
背
景
に
、
ソ
メ
イ

ヨ
シ
ノ
の
花
が
桜
色
の
彩
り
を
添
え
ま

す
。
こ
の
ソ
メ
イ
ヨ
シ
ノ
は
、
山わ
さ
び葵
の
ほ

場
を
造
成
し
た
際
に
土
砂
を
積
み
上
げ
た

小
山
の
上
に
植
え
ら
れ
て
お
り
、
根
元
に

は
お
墓
が
あ
り

ま
す
。

い
か
に
も
安

曇
野
ら
し
い
、

の
ど
か
な
春
の

景
観
の
一
つ
と

い
え
る
で
し
ょ

う
。
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安
曇
野
に
春
を
告
げ
る
催
し
と
し
て

親
し
ま
れ
て
い
る
「
早
春
賦
ま
つ
り
」

を
本
年
も
開
催
し
ま
す
。
ア
ル
パ
の
演

奏
や
市
内
小
学
生
・
コ
ー
ラ
ス
グ
ル
ー

プ
の
合
唱
、
ラ
ス
ト
は
会
場
全
体
で
市

歌
と
早
春
賦
の
大
合
唱
を
行
い
ま
す
。

●
日
時　

4
月
29
日（
土
）午
前
10
時
～

●
場
所　

穂
高
川
右
岸
早
春
賦
歌
碑
前

●
参
加
費　

無
料

●
そ
の
他　

周
辺
に
駐
車
場
が
な
い
た

め
、
無
料
シ
ャ
ト
ル
バ
ス
を
利
用
く

だ
さ
い
。（
左
記
参
照
）

作
品
を
読
み
合
う
会
を
月
１
回
開
催

し
ま
す
。
気
軽
に
感
想
や
意
見
を
交
換

し
て
、
楽
し
み
ま
せ
ん
か
。

●
日
時　

5
月
9
日
、
6
月
6
日
、
7

月
4
日
、
8
月
１
日
、
9
月
5
日
、

10
月
3
日
、
11
月
7
日
、
12
月
5
日
、

2
月
6
日
、
3
月
6
日
、
い
ず
れ
も

第
1
火
曜
日
（
5
月
の
み
第
2
火
曜

日
・
１
月
は
休
み
）

午
後
１
時
30
分
～
3
時
30
分

●
場
所　

堀
金
公
民
館　

会
議
室
2

●
対
象　

一
般

●
定
員　

15
人
（
先
着
順
）

第
13
回
あ
づ
み
の
公
園
早
春
賦
音
楽
祭

国
営
ア
ル
プ
ス
あ
づ
み
の
公
園
内
の

さ
ま
ざ
ま
な
ス
テ
ー
ジ
で
歌
や
演
奏
を

行
い
ま
す
。
新
緑
の
中
で
「
音
楽
ピ
ク

ニ
ッ
ク
」
を
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

●
日
時　

5
月
4
日
（
木
）
午
前
10
時

～
午
後
4
時
（
開
園　

9
時
30
分
）

●
場
所　

国
営
ア
ル
プ
ス
あ
づ
み
の
公

園
（
堀
金
・
穂
高
地
区
）

●
内
容　

▽
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
演
奏
「
さ

あ
！
早
春
賦
」
▽
小
中
学
校
重
唱
合

唱
大
会
優
秀
校
の
歌
声
（
Ｆ
Ｍ
長
野

公
開
録
音
）
▽
演
舞
の
祭
典
▽
吹
奏

●
参
加
費　

無
料
（
テ
キ
ス
ト
を
事
前

に
各
自
で
用
意
し
て
く
だ
さ
い
）

●
持
ち
物　

テ
キ
ス
ト
（
日
本
文
学
１

０
０
年
の
名
作　

第
10
巻
／
池
内
紀

子
・
川
本
三
郎
・
松
田
哲
夫
・
編
／

新
潮
文
庫
）

●
申
し
込
み　

堀
金
図
書
館
窓
口
、
ま

た
は
電
話
で
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

（
受
付
時
間
は
、
午
前
10
時
～
午
後

6
時
）

ア
マ
チ
ュ
ア
落
語
家
・
善
亭
穴
太
さ

ん
が
、
大
人
も
子
ど
も
も
笑
え
る
落
語

を
披
露
し
ま
す
。

●
日
時　

5
月
14
日
（
日
）
午
後
2
時

●
場
所　

明
科
子
ど
も
と
大
人
の
交
流

楽
の
祭
典
▽
公
募
ス
テ
ー
ジ
等

●
料
金　

無
料
（
無
料
入
園
日
）

●
そ
の
他　

会
場
周
辺
は
混
雑
が
予
想

さ
れ
ま
す
。
臨
時
駐
車
場
お
よ
び
無

料
シ
ャ
ト
ル
バ
ス
（
Ｊ
Ｒ
豊
科
駅
～

堀
金
支
所
臨
時
駐
車
場
～
公
園
中
央

口
）
を
利
用
く
だ
さ
い
。

●
問
い
合
わ
せ　

ア
ル
プ
ス
あ
づ
み
の

公
園
堀
金
・
穂
高
管
理
セ
ン
タ
ー
（

71
・
５
５
１
１
）

第
32
回
安
曇
野
早
春
賦
音
楽
祭

＝
本
ス
テ
ー
ジ
＝

小
中
学
校
合
唱
部
、地
域
の
合
唱
団
、

ゲ
ス
ト
出
演
者
に
よ
る
ス
テ
ー
ジ
を
お

楽
し
み
く
だ
さ
い
。

●
日
時　

5
月
28
日（
日
）午
後
１
時
30

分
～
午
後
４
時（
開
場　

午
後
１
時
）

●
場
所　

穂
高
会
館 

講
堂

●
内
容　

▽
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
▽
招
待
演

奏
（
小
中
学
校
合
唱
部
）

▽
特
別
ゲ
ス
ト　

松
井
理
世
子
さ
ん

（
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
）

●
入
場
料　

前
売
り
５
０
０
円
・
当
日

８
０
０
円
（
小
・
中
・
高
校
生
無
料
）

●
主
催　

早
春
賦
音
楽
祭
実
行
委
員

会
、
早
春
賦
愛
唱
会
ほ
か

●
問
い
合
わ
せ　

早
春
賦
愛
唱
会　

西

山
さ
ん
（
82
・
７
２
９
０
）

学
習
施
設
「
ひ
ま
わ
り
」
2
階
ハ
ー

モ
ニ
ー
ホ
ー
ル

●
対
象　

小
学
生
以
上

●
出
演　

善
亭
穴
太
さ
ん
（
明
南
小
学

校
教
頭　

矢
口
高
士
さ
ん
）

●
参
加
費　

無
料

●
定
員　

60
人
程
度

●
申
し
込
み　

不
要

お
す
す
め
の
一
冊

ぞ
う
く
ん
の
あ
め
ふ
り
さ
ん
ぽ

絵
と
文　

な
か
の
ひ
ろ
た
か

紹介する人

小林かおりさん
（明科・東川手）

雨
の
中
、
ぞ
う
く
ん
は
ご
き
げ
ん
で

さ
ん
ぽ
に
出
か
け
ま
す
。

か
ば
く
ん
に
会
っ
て
、
自
分
は
泳
げ

な
い
の
に
、
池
の
中
を
さ
ん
ぽ
す
る
こ

と
に
し
た
ぞ
う
く
ん
。
か
ば
く
ん
の
背

中
に
の
せ
て
も
ら
い
、
わ
に
く
ん
の
背

中
に
の
せ
て
も
ら
い
、
か
め
く
ん
の
背

中
に
の
せ
て
も
ら
う
と
…
。

こ
の
本
は
、
わ
が
家
の
三
兄
妹
の
お

気
に
入
り
の
一
冊
で
、
何
度
も
何
度
も

「
も
う
一
回
読
ん
で
」
と
言
っ
て
せ
が
ま

れ
ま
す
。

バ
ラ
ン
ス
を
崩
し
て
、
ぞ
う
く
ん
が

池
に
落
ち
て
し
ま
う
場
面
は
、
子
ど
も

た
ち
も
一
緒
に
な
っ
て
「
う
わ
ー
っ
」

と
声
を
あ
げ
ま
す
。
そ
し
て
、
ぷ
か
り

と
浮
か
ん
だ
ぞ
う
く
ん
が
、
泳
ぎ
だ
す

場
面
は
、
み
ん
な
大
喜
び
で
す
。

で
き
な
か
っ
た
こ
と
が
で
き
る
よ
う

に
な
る
喜
び
を
、
登
場
す
る
動
物
た
ち

と
一
緒
に
味
わ
え
る
、
素
敵
な
絵
本
で

す
。

中央図書館映画上映会（入場無料）
『歴史秘話ヒストリア　幕末編・高杉晋作』

＜上映時間：42 分＞

●日時　12日（金） 開場18：30 上映19：00～
●場所　穂高交流学習センター「みらい」
　　　　多目的交流ホール

ドキドキ・ワクワクおはなし会
◇　中央図書館
　　おはなしのとびら　おはなしのへや
　　10・17・24・31 日（各水曜日）
	 10：30 ～（乳幼児以上対象）
　　さんぽ市おはなし会
　　20 日（土）・21 日（日）
　　両日 11：00～、13：00～
◇　豊科図書館
　　ちいさいたんぽぽ　多目的室
　　19 日（金）	 11：00 ～（乳幼児対象）
　　おはなしたんぽぽ　多目的室
　　19 日（金）	 16：30 ～（幼児以上対象）
◇　三郷図書館
　　ポケットの会　三郷文化公園体育館 1 階会議室
　　13 日（土）	 10：30 ～（乳幼児以上対象）
◇　堀金図書館
　　おはなしのへや　絵本コーナー
　　16 日（火）	 10：30 ～（乳幼児以上対象）
	 16：30 ～（幼児以上対象）
　　おりがみのへや　絵本コーナー
　　24 日（水）	 16：30 ～
◇　明科図書館
　　ひまわりおはなし会　おはなしのへや
　　27 日（土）	 11：00 ～（乳幼児以上対象）

５月の休館日
　　１日・８日・15日・22日・26日・29日

5月の図書館イベント

くるりん広場
バ

バ シャトルバス乗降所

バ

P

P

P 自家用車駐車場

穂高駅前ロータリー内

穂高駅 JR 大糸線 至大町→

穂高神社

穂高支所

穂高駅
入口

穂高交番←至松本

○シャトルバス乗車場所　穂高駅前ロータ
リー・くるりん広場前・本陣等々力家駐車場

○発車時刻　穂高駅前ロータリー発（行き）　
①午前８時 50 分②９時 20 分 ③９時 50 分
④ 10 時５分

※穂高駅前ロータリーからの所要時間　くるり
ん広場（約５分）本陣等々力家駐車場（約 10
分）早春賦歌碑東（約 15 分）

　早春賦歌碑東発（帰り）
①午前 11 時 25 分 ② 11 時 40 分③ 11 時 55 分
④午後０時 15 分

※帰りの便は、イベントが終了次第順次発車し
ますので、時間が前後する場合があります。

国営アルプスあづみの公園（堀金・穂高地区）　SPRING FESTA 2017

500 万本の菜の花が棚田一面に咲き誇ります。また残雪の北アルプス
に映える 68 品種 22 万本のチューリップと、300 匹の鯉のぼりも登場し
ます。5 月 4 日（木）には第 13 回早春賦音楽祭も開催します。
●日時　4 月 22 日（土）～ 5 月 21 日（日）　午前 9 時 30 分～午後 5 時
●場所　国営アルプスあづみの公園（堀金・穂高地区）
●入園料　大人 410 円、小中学生 80 円、65 歳以上 210 円、幼児無料
●無料入園日　5 月 3 日（水）・4 日（木）・5 日（金）
※ 5 日は小中学生のみ無料
●問い合わせ　国営アルプスあづみの公園　堀金・穂高管理センター
　471・5511　671・5512

イ
ベ
ン
ト

図
書
館

第
34
回
早
春
賦
ま
つ
り

観
光
交
流
促
進
課
観
光
交
流
促
進
係

71
・
２
０
５
４ 

72
・
１
３
４
０

堀
金
図
書
館

短
編
小
説
を
楽
し
む
会

堀
金
図
書
館

72
・
３
６
０
１

明
科
図
書
館　

第
2
回
ひ
ま
わ
り
講
座

子
ど
も
も
楽
し
め
る
落
語

明
科
図
書
館

62
・
１
１
２
２ 

62
・
１
１
２
４

早
春
賦
イ
ベ
ン
ト
に
出
掛
け

ま
せ
ん
か

文
化
課
文
化
振
興
係

71
・
２
４
６
３ 

71
・
２
３
３
８

●早春賦まつりシャトルバス運行概要



Information

情
報
ボ
ッ
ク
ス

穂 穂高支所　三 三郷支所　堀 堀金支所　明 明科支所　健 穂高健康支援センター

市
役
所
の
問
い
合
わ
せ
先

71
・
２
０
０
０
㈹  

71
・
５
０
０
０

（
穂
高
健
康
支
援
セ
ン
タ
ー
を
除
く
）
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広告欄　広告についてのお問い合わせは広告主までお願いします広告欄　広告についてのお問い合わせは広告主までお願いします

●
定
員　

各
回
15
人
（
先
着
順
）

●
期
間　

6
月
～
１
月
（
全
6
回
）

【
共
通
事
項
】

●
場
所　

長
野
県
農
業
大
学
校
研
修
部

●
申
し
込
み　

県
農
業
大
学
校
研
修
部

に
日
程
を
確
認
の
上
、
電
話
で
申

し
込
み
く
だ
さ
い
。（
０
２
６
７
・

22
・
０
２
１
４　

０
２
６
７
・
22

・
０
２
４
１
）

※
研
修
に
参
加
す
る
人
は
、
農
政
課
集

落
支
援
担
当
に
連
絡
く
だ
さ
い
。

就
学
に
係
る
学
用
品
費
や
給
食
費
等

の
援
助
を
行
っ
て
い
ま
す
。
支
給
希
望

者
は
、
学
校
か
ら
配
布
さ
れ
た
案
内
を

確
認
の
上
、
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

●
対
象　

子
ど
も
が
市
内
に
住
所
を
有

す
る
か
市
内
の
小
中
学
校
に
在
籍
し

て
い
る
保
護
者
で
、
次
の
い
ず
れ
か

に
該
当
す
る
人
。

①
経
済
的
理
由
に
よ
っ
て
就
学
が
困
難

な
人
（
所
得
審
査
が
あ
り
ま
す
）

②
児
童
扶
養
手
当
の
支
給
を
受
け
て
い

る
人

③
生
活
保
護
を
受
け
て
い
る
小
学
6
年

生
・
中
学
3
年
生
の
保
護
者

●
受
け
ら
れ
る
援
助
費

①
学
用
品
費
等

②
修
学
旅
行
費（
小
学
6
年
生
・
中
学
3

年
生
）

③
新
入
学
学
用
品
費（
小
学
１
年
生
・
中

学
１
年
生
）
※
事
前
支
給
者
を
除
く

④
学
校
給
食
費

⑤
医
療
費
（
学
校
安
全
保
健
法
に
規
定

す
る
疾
病
の
治
療
費
用
の
み
）

●
手
続
き　

申
請
書
に
必
要
事
項
を
記

入
の
上
、4
月
28
日
（
金
）
ま
で
に
、

子
ど
も
が
在
籍
す
る
学
校
へ
提
出
く

だ
さ
い
。
申
請
書
は
各
学
校
、
市
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
入
手
で
き
ま
す
。

な
お
、
申
請
は
毎
年
度
必
要
で
す
。

●
審
査
結
果　

各
学
校
を
通
じ
て
7
月

中
旬
頃
に
通
知
し
ま
す
。

●
支
給
時
期　

▽
学
用
品
費
・
給
食
費

10
月
中
旬
・
3
月
上
旬

▽
修
学
旅
行
費　

7
月
下
旬
ま
た
は
実

施
後

▽
新
入
学
学
用
品
費　

7
月
下
旬

▽
医
療
費　

認
定
後
、
そ
の
都
度

県
農
業
大
学
校
で
開
催
す
る
２
つ
の
農

業
研
修
の
受
講
費
用
を
助
成
し
ま
す
。

①
農
あ
る
暮
ら
し
入
門
研
修

体
験
型
研
修
を
通
し
、
農
業
に
親
し

む
機
会
を
つ
く
り
ま
す
。

●
対
象　

県
内
へ
移
住
し
た
人
や
定
年

退
職
し
た
人
等

●
内
容　

農
業
の
基
礎
の
座
学
と
実
習
、

田
舎
で
暮
ら
す
た
め
の
座
学
や
視
察

●
費
用　

５
５
３
０
円
（
１
泊
2
日
）

●
定
員　

各
回
25
人
（
先
着
順
）

●
期
間　

4
月
～
11
月
（
毎
月
１
回
）

②
就
農
体
験
研
修

農
業
に
関
す
る
入
門
的
研
修
を
行

い
、
就
農
へ
の
目
的
・
目
標
を
明
確
に

す
る
お
手
伝
い
を
し
ま
す
。

●
対
象　

将
来
就
農
を
考
え
て
い
る
人

●
内
容　

小
農
具
の
使
い
方
講
座
や
農

作
業
体
験
、就
農
相
談
、農
家
視
察
等

●
費
用　

４
５
３
０
円
（
１
泊
2
日
）

を
添
付
し
て
観
光
交
流
促
進
課
（
3

階
1
番
窓
口
）
に
提
出
く
だ
さ
い
。

申
請
書
は
観
光
交
流
促
進
課
窓
口
ま

た
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
入
手
で

き
ま
す
。

※
申
請
の
際
は
印
鑑
が
必
要
で
す
。
松

本
市
・
塩
尻
市
・
大
町
市
で
も
申
請

可
能
で
す
。

●
注
意
事
項　

▽
団
体
券
は
対
象
外
で

す
。
▽
予
算
額
（
先
着
３
０
０
人
）

に
達
し
た
時
点
で
締
め
切
り
ま
す
。

5
月
は
県
農
作
業
安
全
運
動
月
間
で

す
。次
の
点
に
注
意
し
、安
全
に
作
業
に

取
り
組
み
ま
し
ょ
う
。

▽
点
検
や
周
囲
の
安
全
確
認
を
行
い
、安

全
な
運
転
操
作
を
し
ま
し
ょ
う
。機
械

の
点
検
や
、異
物
を
取
り
除
く
際
は

必
ず
エ
ン
ジ
ン
を
停
止
し
ま
し
ょ
う
。

▽
一
人
で
の
作
業
は
避
け
、作
業
中
は
家

族
や
仲
間
と
連
絡
を
取
り
ま
し
ょ
う
。

▽
作
業
時
間
に
ゆ
と
り
を
持
ち
、
休
憩

を
し
っ
か
り
取
り
ま
し
ょ
う
。

農
耕
車
か
ら
の
泥
の
落
下
に
注
意

道
路
に
大
き
な
泥
を
落
と
さ
な
い
よ

う
運
転
の
際
に
は
気
を
配
り
ま
し
ょ
う
。

福
岡
便
を
往
復
で
利
用
す
る
人
に
助

成
金
を
交
付
し
ま
す
。家
族
、友
人
で
楽

し
い
空
の
旅
に
出
か
け
て
み
ま
せ
ん
か
。

●
対
象
と
な
る
搭
乗
期
間　

搭
乗
日
が

4
月
１
日
（
土
）
～
6
月
30
日
（
金
）

●
申
請
期
間　

4
月
20
日
（
木
）
～
7

月
11
日
（
火
）

●
助
成
要
件　

信
州
ま
つ
も
と
空
港
地

元
利
用
促
進
協
議
会
に
加
盟
す
る
市

町
村
に
在
住
・
通
勤
・
通
学
す
る
2

人
以
上
の
同
メ
ン
バ
ー
、
同
便
で
福

岡
便
を
往
復
利
用
す
る
こ
と
。

●
助
成
金
額　

１
人
あ
た
り
５
０
０
０
円

●
申
請
方
法　

旅
行
終
了
後
、
所
定
の

申
請
書
に
人
数
分
の
搭
乗
券
の
半
券

★広告掲載のお申し込みは（株）共立プラニング（434・2515）まで

成

助入
門
農
業
研
修
費
用
を
助
成

問
農
政
課
集
落
支
援
担
当

（

71
・
２
４
２
９ 
71
・
２
５
０
７
）

信
州
ま
つ
も
と
空
港
福
岡
線
複

便
化
利
用
促
進
助
成
金
制
度

問
観
光
交
流
促
進
課
ブ
ラ
ン
ド
推
進
担
当

（

71
・
２
０
５
３ 

72
・
１
３
４
０
）

就
学
援
助
費
の
支
給

問
学
校
教
育
課
学
校
教
育
係

（

71
・
２
４
６
０ 

71
・
２
３
３
８
）

心

安

全

安５
月
は
県
農
作
業
安
全
運
動
月
間

問
農
政
課
生
産
振
興
担
当

（

71
・
２
４
２
８ 

71
・
２
５
０
７
）

ＳＭＳを用いて金銭を要求す
る事業者に注意しましょう
問地域づくり課市民相談室
　471・2496　672・3176　
　市消費生活センター　471・2100

消費者の携帯電話に、「有料コン
テンツ利用料金の支払確認が取れま
せん。本日中に連絡がない場合、訴
訟手続きに移行します。」などと記
載したＳＭＳ（ショートメッセージ
サービス：電話番号宛で送受信可能）
を送付し、記載された電話番号に連
絡した消費者に、金銭を要求する事
業者に係る相談が、多く寄せられて
います。
●勧誘手口の概要

消費者に「本日中に支払えば訴訟
手続きは取り下げる」などと告げ、
コンビニでギフト券を購入させ、そ
の番号を連絡するよう指示します。
●アドバイス

脅し文句や不安感をあおられる文
面があっても、記載されている電話
番号に連絡する事は、絶対にやめま
しょう。

ギフト券を購入してカード番号を
連絡しろというのは、典型的な詐欺
手口です。絶対に応じてはいけませ
ん。
※少しでも不審に感じた場合は、市

消費生活センター等に相談しま
しょう。
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3031 広報あづみの　2017.4.19 2017.4.19　広報あづみの

「えべや」の食と体験講座

花寿司とお吸い物講座
●日時　5 月 10 日（水）・24 日（水）両日とも午前

10 時～午後１時
●講師　えべや人材バンク登録指導者　
●参加費　1,000 円　
●持ち物 　エプロン・三角きん
プランターづくりと春の寄せ植え　
●日時　5 月 13 日（土）午前 10 時～午後１時　
●講師　えべや組合員・林務担当職員

●参加費　1,500 円（プランターは持ち帰り）　
●持ち物　園芸用小型スコップ

【共通事項】
●場所　明科農産物加工交流広場「えべや」　
●対象　市内在住者（子供同伴可）
●定員　各 15 人
●申し込み　4 月 25 日（火）から「えべや」（488・

6275）へ電話で申し込みください。（受付時間は、
火～日曜日の午前 9 時～正午）　

●
募
集
要
件　

▽
市
内
2
施
設
（
同
一

事
業
者
が
複
数
応
募
す
る
こ
と
も
可

能
）
▽
小
規
模
保
育
事
業
Ａ
型
▽
対

象
児
童
0
歳
～
2
歳
児
▽
定
員
15
～

19
人
▽
平
成
30
年
4
月
１
日
に
開
所

で
き
る
事
業
者

●
申
請
書
類　

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
確

認
の
上
、
必
要
な
書
類
を
添
付
し
て

く
だ
さ
い
。

●
提
出
期
限　

6
月
23
日
（
金
）
午
後

5
時
ま
で
（
必
着
）

●
提
出
方
法　

応
募
書
類
は
事
前
に
電

話
連
絡
の
上
、
子
ど
も
支
援
課
（
１

階
�
番
窓
口
）
へ
提
出
く
だ
さ
い
。

●
そ
の
他　

▽
本
募
集
に
関
し
必
要
な

費
用
は
、
募
集
事
業
者
の
負
担
と
し

ま
す
。
▽
詳
細
は
市
小
規
模
保
育
事

業
設
置
・
運
営
事
業
者
募
集
要
項
を

確
認
く
だ
さ
い
。

緑
に
関
す
る
将
来
の
望
ま
し
い
姿
を

定
め
、
実
現
す
る
た
め
の
方
針
等
を
ま

と
め
た
「
市
緑
の
基
本
計
画
」
を
策
定

し
て
い
ま
す
。
計
画
案
に
対
す
る
皆
さ

ん
の
意
見
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

●
閲
覧
方
法　

都
市
計
画
課
（
2
階
�

番
窓
口
）
お
よ
び
各
支
所
地
域
課
、

市
民
活
動
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
内

「
く
る
り
ん
広
場
」、
ま
た
は
市
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
で
閲
覧
で
き
ま
す
。

●
対
象　

市
内
に
住
所
を
有
す
る
か
通

勤
、
通
学
す
る
人
。
ま
た
は
市
内
で

事
業
等
を
行
う
個
人
や
団
体
な
ど
。

●
提
出
方
法　

任
意
の
様
式
に
意
見

（
該
当
箇
所
お
よ
び
そ
れ
に
対
す
る

意
見
内
容
）
を
日
本
語
で
記
載
し
、

個
人
の
場
合
は
、
住
所
（
ま
た
は
勤

務
先
、
学
校
名
）・
氏
名
・
電
話
番

号
を
、
法
人
の
場
合
は
、
法
人
名
・

代
表
者
名
・
所
在
地
・
電
話
番
号
を

明
記
の
上
、
郵
送
・
持
参
・
フ
ァ
ク

ス
・
電
子
メ
ー
ル
の
い
ず
れ
か
の
方

法
で
提
出
く
だ
さ
い
。
必
要
事
項
の

記
載
が
な
い
場
合
や
、
電
話
・
口
頭

に
よ
る
受
け
付
け
は
で
き
ま
せ
ん
。

●
募
集
結
果
の
公
表　

お
寄
せ
い
た
だ

い
た
意
見
な
ど
の
募
集
結
果
は
、
内

容
を
取
り
ま
と
め
市
の
考
え
方
と
と

も
に
公
表
し
ま
す
（
提
出
者
に
関
す

る
情
報
は
公
表
し
ま
せ
ん
）。
個
々

の
意
見
等
に
対
し
て
直
接
の
回
答
は

し
ま
せ
ん
。

●
期
間　

5
月
12
日
（
金
）
ま
で

　

※
当
日
消
印
有
効

●
送
付
・
提
出
先　

〒
３
９
９
‐
８
２

８
１
（
住
所
記
載
不
要
）
都
市
計
画

課
公
園
緑
地
係

犬
に
関
す
る
問
題
に
、
動
物
愛
護
推

進
員
・
獣
医
師
・
動
物
愛
護
会
員
等
が

個
別
に
対
応
し
ま
す
。

●
日
時　

毎
月
第
3
木
曜
日　

午
後
１

時
30
分
～
3
時

●
場
所　

県
松
本
合
同
庁
舎
会
議
室
等

●
申
し
込
み　

不
要
（
直
接
会
場
に
お

越
し
く
だ
さ
い
）

●
相
談
料　

無
料

●
問
い
合
わ
せ　

県
松
本
保
健
福
祉
事

務
所　

食
品
・
生
活
衛
生
課　
（

40
・
１
９
４
３　

47
・
９
２
９
３
）

子
ど
も
の
健
や
か
な
成
長
と
子
育

て
家
庭
を
支
援
す
る
た
め
、
0
歳
か
ら

2
歳
児
を
対
象
と
し
た
保
育
施
設
を
設

置
・
運
営
す
る
小
規
模
保
育
事
業
者
を

募
集
し
ま
す
。

災
害
時
の
情
報
を
外
国
出
身
者
に
も

わ
か
り
や
す
く
伝
え
る
た
め
の
「
や
さ

し
い
日
本
語
」
講
座
を
開
催
し
ま
す
。

併
せ
て
、
東
京
消
防
庁
の
「
防
災
体
験

ツ
ア
ー
」
に
参
加
し
ま
せ
ん
か
。

●
対
象　

18
才
以
上
の
市
内
在
住
者

（
高
校
生
を
除
く
。
国
籍
不
問
）

●
参
加
費　

第
2
回
の
み
３
０
０
円

（
保
険
料
）。
昼
食
等
は
、各
自
負
担
。

●
そ
の
他　

第
2
回
は
第
１
回
参
加
者

の
中
か
ら
募
集
し
ま
す
。

●
申
し
込
み　

4
月
26
日
（
水
）
か
ら

5
月
12
日
（
金
）
の
間
に
、
電
話
で

申
し
込
み
く
だ
さ
い
。（
受
付
時
間

は
、
午
前
8
時
30
分
～
午
後
5
時
）

手
話
奉
仕
員
養
成
講
座
「
入
門
編
」

を
開
催
し
ま
す
。
手
話
の
実
技
や
聴
覚

障
が
い
者
の
生
活
・
基
礎
知
識
な
ど
に

つ
い
て
学
習
し
ま
す
。

●
日
時　

6
月
3
日
～
12
月
9
日
（
い

ず
れ
も
土
曜
日
・
全
12
回
）
午
前
10

時
～
午
後
3
時

●
場
所　

豊
科
交
流
学
習
セ
ン
タ
ー

「
き
ぼ
う
」
学
習
室

●
対
象　

市
内
在
住
ま
た
は
市
内
に
勤

務
し
て
い
る
18
歳
以
上
の
人
で
、
手

話
の
学
習
経
験
の
な
い
人

●
定
員　

20
人

●
受
講
料　

無
料
（
テ
キ
ス
ト
代
３
２

４
０
円
）

●
申
し
込
み　

申
込
書
に
必
要
事
項
を

記
入
の
上
、
5
月
8
日
（
月
）
ま
で

に
福
祉
課
（
１
階
�
番
窓
口
）
へ
持

参
、
郵
送
、
フ
ァ
ク
ス
で
申
し
込
み

く
だ
さ
い
。
申
込
用
紙
は
福
祉
課
、

各
支
所
地
域
課
ま
た
は
市
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
か
ら
入
手
で
き
ま
す
。

8
月
19
日
（
土
）
に
開
催
す
る
第

27
回
信
州
安
曇
野
能
楽
鑑
賞
会
の
仕
舞

（
能
の
一
部
を
舞
う
）・
連
吟
（
能
の
曲

の
聞
か
せ
ど
こ
ろ
を
複
数
人
で
う
た

う
）
の
出
演
者
を
募
集
し
ま
す
。

●
対
象　

市
内
在
住
の
小
中
学
生　

※
練
習
に
参
加
で
き
、
保
護
者
の
送
迎

が
可
能
で
あ
る
こ
と
。

●
練
習
日　

5
月
19
日
（
金
）、
20
日

（
土
）、
6
月
10
日
（
土
）・
7
月
7

日
（
金
）、8
日
（
土
）、21
日
（
金
）、

22
日
（
土
）、
8
月
6
日
（
日
）、
11

日
（
金
）、
18
日
（
金
）
※
日
程
は

変
更
に
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
8

月
6
日
、
11
日
は
午
後
1
時
か
ら
。

そ
れ
以
外
の
金
曜
日
は
午
後
6
時
、

土
曜
日
は
午
前
9
時
か
ら
。
8
月
18

日
は
リ
ハ
ー
サ
ル
を
行
い
ま
す
。

●
場
所　

明
科
公
民
館

●
講
師　

青
木
道み

ち
よ
し喜
さ
ん

●
そ
の
他　

当
日
の
衣
装
（
浴
衣
・
草

履
）
は
参
加
者
負
担
と
な
り
ま
す
。

●
申
し
込
み　

5
月
10
日
（
水
）
ま
で

に
文
化
課
文
化
振
興
係
に
電
話
で
申

し
込
み
く
だ
さ
い
。（
受
付
時
間
は
、

午
前
8
時
30
分
～
午
後
5
時
15
分
）

談

相

集

募

座

講

犬
の
ワ
ン
で
も
相
談

問
環
境
課
環
境
保
全
担
当

（

71
・
２
４
９
１ 

72
・
３
１
７
６
）

小
規
模
保
育
事
業
設
置
・
運
営

事
業
者

問
子
ど
も
支
援
課
保
育
担
当

（

71
・
２
２
５
６ 

72
・
２
０
６
５
）

防
災
に
役
立
つ「
や
さ
し
い
日
本
語
」

講
座
＆
東
京
消
防
庁
で
防
災
体
験

問
人
権
男
女
共
同
参
画
課
人
権
男
女

　

共
生
担
当

（

71
・
２
４
０
６ 

71
・
５
１
５
５
）

仕し
ま
い舞
・
連れ

ん
ぎ
ん吟
の
出
演
者

問
文
化
課
文
化
振
興
係

（

71
・
２
４
６
３ 

71
・
２
３
３
８
）

緑
の
基
本
計
画
に
対
す
る
意
見

を
お
寄
せ
く
だ
さ
い

問
都
市
計
画
課
公
園
緑
地
係

（

71
・
２
２
４
９ 

72
・
３
５
６
９
）

手
話
奉
仕
員
養
成
講
座「
入
門
編
」

問
福
祉
課
障
が
い
福
祉
担
当

（

71
・
２
２
５
１ 

71
・
２
３
２
８
）

回数 日時・場所 内容 定員

第
１
回

5 月 14 日（日）
午後1時30分～4時
市役所 4 階大会議室

▷講座　防災に役立つ
「やさしい日本語」
▷ワークショップ

「伝え方、伝わり方」

60 人

第
２
回

5 月 28 日（日）
午前 8 時～午後 7 時
東京消防庁
※第 2 回のみの参加
はできません。希望
者多数の場合は抽選
となります。

「やさしい日本語」を
使って▷防災シアター
▷地震▷消火▷煙▷応
急体験

30 人

●日程等（市民協働事業として開催）

問農政課マーケティング担当　471・2430　671・2507
●固定資産税	 （１期）
●後期高齢者医療保険料	 （１期）
●介護保険料	 （１期）
●水道料金	 （穂高・三郷地域）
●下水道料金	 （豊科・堀金・明科地域）
●霊園管理料　

＝納期限は5月1日（月）＝

4月の納期
3 月分の空間放射線量

いずれの地点においても健康に影響のない値で
した。詳しくは市ホームページまたは担当課まで
問い合わせください。
問環境課環境保全担当　471・2491　672・3176

測定
結果

測定地点
（マイクロシーベルト／時間）

3/6（月） 3/13（月） 3/21（火） 3/27（月）

本庁舎（豊科） 0.07 0.07 0.08 0.07
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電波の再利用に伴うテレビ放送の受信障害について

スマートフォンの普及に伴う通信量の急増に対応するため、旧アナログテレビ放送で使っていた周波数帯
が利用されることになり、市内でも 5 月 18 日（木）から順次、試験電波が発射される予定です。
●予想される影響　もともとテレビ放送に使用されていた周波数であるため、古い受信設備を利用の場合次

のような受信障害が発生する可能性があります。
▷画像が映らない　▷画面が止まってしまう　▷ノイズが入る

●対応　▷携帯電話各社は「一般社団法人 700MHz 利用推進協会」を設立し、これらの受信障害に対応します。
▷可能な限り事前に対応するため、協会から派遣されたテレビ受信障害対策員が調査や対応などで各家庭

に伺うことがあります。対策員は協会発行の対策員証を身に付けていますので、詐欺行為などが不安な
場合はコールセンターへ問い合わせください。

▷調査の結果、対策が必要な場合には
協会が無償で対応します。また事前
調査の対象になっていなくても同じ
原因による受信障害であることが判
明した場合は同様に無償対応しま
す。

●参考ＵＲＬ
一般社団法人 700 ＭＨｚ利用推進協会
http://www.700afp.jp/

●
注
意
事
項　

納
期
限
ま
で
に
軽
自
動

車
税
の
納
付
が
な
い
場
合
、
車
検
の

有
無
、
納
付
方
法（
現
金
納
付
・
口
座

振
替
納
付
）に
関
わ
ら
ず
、車
両
一
台

に
つ
き
一
通
の
督
促
状
が
発
行
さ
れ

ま
す
。
督
促
状
一
通
に
つ
き
１
０
０

円
の
督
促
手
数
料
が
掛
か
り
ま
す
。

登
山
計
画
書
を
受
け
付
け
る
フ
ァ
ク

ス
番
号
が
変
わ
り
ま
し
た
。
ま
た
、
登

山
計
画
書
は
パ
ソ
コ
ン
や
ス
マ
ー
ト
フ

ォ
ン
か
ら
も
提
出
が
可
能
で
す
。

●
県
全
域
共
通　

０
３
・
６
８
６
２
・

５
０
３
５

●
関
連
Ｕ
Ｒ
Ｌ　

山
と
自
然
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク「
コ
ン
パ
ス
」

uhttp://w
w

w
.m

t-com
pass.com

/

山
ピ
コ

uhttps://ibank.yam
apico.jp/ibank

長
野
県
電
子
申
請
サ
ー
ビ
ス

uhttp://w
w

w
.pref.nagano.

lg.jp/kankoki/sm
artphone/

tozankeikakusho.htm
l

●
問
い
合
わ
せ　

長
野
県
山
岳
高
原
観

光
課
山
岳
高
原
観
光
係　

０
２

６
・
２
３
５
・
７
２
５
１　

０
２

６
・
２
３
５
・
７
２
５
７

軽
自
動
車
税
を
現
金
で
納
付
さ
れ
る

人
の
納
税
通
知
書
の
様
式
を
、
平
成
29

年
度
よ
り
、
現
行
の
納
付
書
タ
イ
プ
か

ら
は
が
き
タ
イ
プ
へ
変
更
し
ま
す
。
現

金
で
納
付
す
る
人
に
は
、
車
検
の
有
無

に
関
わ
ら
ず
車
両
一
台
に
つ
き
一
通
の

納
税
通
知
書
を
送
付
し
ま
す
。
複
数
の

車
両
を
所
持
し
て
い
る
人
は
、
車
両
の

台
数
と
納
付
書
の
枚
数
を
確
認
の
上
、

納
期
限
（
5
月
31
日
）
ま
で
に
納
付
し

て
く
だ
さ
い
。

な
お
、
口
座
振
替
納
付
に
よ
る
納
税

通
知
書
は
、
従
来
通
り
は
が
き
タ
イ
プ

の
も
の
を
送
付
し
ま
す
。

場
所
や
受
入
基
準
な
ど
詳
し
く
は
「
家

庭
用
資
源
物
・
ご
み
出
し
方
の
手
引
き
」

も
し
く
は
「
ご
み
・
資
源
物
収
集
カ
レ

ン
ダ
ー
」
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

●
期
間　

毎
年
4
月
～
11
月

●
料
金　

無
料　

●
チ
ッ
プ
の
配
布　

で
き
あ
が
っ
た
チ

ッ
プ
は
豊
科
リ
サ
イ
ク
ル
セ
ン
タ
ー

と
御
法
田
北
三
角
島
チ
ッ
プ
置
き
場

に
あ
り
ま
す
。
開
場
日
に
ご
自
由
に

持
ち
帰
り
く
だ
さ
い
。
詳
細
は
ご
み

出
し
方
の
手
引
き
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

家
庭
か
ら
出
た
廃
食
用
油
を
活
用
し

て
作
っ
た
、
環
境
に
や
さ
し
い
「
手
づ

く
り
石
け
ん
」
の
販
売
や
、
廃
食
用
油

と
の
交
換
を
行
っ
て
い
ま
す
。

廃
食
用
油
と
の
交
換

油
が
入
っ
て
い
た
ボ
ト
ル
に
廃
食
用

油
を
入
れ
、
キ
ャ
ッ
プ
を
し
て
「
市
ま

ち
づ
く
り
会
館
」
へ
持
参
し
て
く
だ
さ

い
。
廃
食
用
油
１
リ
ッ
ト
ル
当
た
り
１

キ
ロ
グ
ラ
ム
の
粉
石
け
ん
、
ま
た
は
固

形
石
け
ん
2
個
と
交
換
し
ま
す
。　

●
場
所　

ま
ち
づ
く
り
会
館

●
開
館
時
間　

月
曜
日
～
土
曜
日
の
午

前
9
時
～
午
後
5
時

手
づ
く
り
石
け
ん
頒
布
会

市
消
費
者
の
会
が
石
け
ん
の
販
売
・

交
換
等
を
行
い
ま
す
。

●
日
時　

4
月
22
日
（
土
）
午
後
１
時

30
分
～
3
時　

※
毎
月
第
4
土
曜
日
に
開
催
し
ま
す
。

●
場
所　

ま
ち
づ
く
り
会
館

三
郷
地
域
粗
大
ご
み
回
収

粗
大
ご
み
の
業
者
回
収
を
行
い
ま

す
。粗
大
ご
み
を
有
料
回
収
す
る
ほ
か
、

使
用
済
小
型
家
電
は
無
料
で
回
収
し
ま

す
。

●
日
時　

4
月
23
日
（
日
）
午
前
9
時

～
11
時

●
場
所　

三
郷
支
所
北
側
駐
車
場

緑
の
リ
サ
イ
ク
ル　
　
　

燃
え
る
ご
み
の
減
量
化
の
取
り
組
み

と
し
て
、
家
庭
か
ら
出
た
庭
木
の
せ
ん

定
枝
を
チ
ッ
プ
化
す
る
「
緑
の
リ
サ
イ

ク
ル
事
業
」
を
行
っ
て
い
ま
す
。
収
集

み
ど
り
の

　
   

掲
示
板

第13回
森
林
と
人
を
つ
な
げ
た
い

　
　
　
　
　

～
森
倶
楽
部
21
～

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
森
倶
楽
部
21
は
、
里
山

や
森
林
の
深
刻
な
現
状
を
知
り
、
森
と

関
わ
る
活
動
を
行
う
こ
と
を
目
的
に
組

織
さ
れ
た
里
山
保
全
活
動
団
体
で
す
。

取
り
組
み
の
一
つ
で
あ
る
環
境
保
全
事

業
で
は
、長
峰
山
山
頂
付
近
の
森
を
「
蝶

の
森
」
と
名
づ
け
て
、
遊
歩
道
の
整
備

や
支
障
木
の
伐
採
、
草
地
の
草
刈
り
等

を
行
い
、
チ
ョ
ウ
の
生
息
環
境
を
良
好

に
す
る
取
り
組
み
を
行
っ
て
い
ま
す
。

人
の
暮
ら
し
と
と
も
に
あ
っ
た
里
山

も
、
現
在
で
は
人
の
手
が
加
わ
ら
な
い

た
め
に
荒
廃
し
、
生
物
の
多
様
性
が
失

わ
れ
つ
つ
あ
り
ま
す
。
森
倶
楽
部
21
で

は
、
森
林
整
備
や
環
境
教
育
事
業
等
の

事
業
を
展
開
し
、
人
と
自
然
と
の
共
生

に
つ
い
て
共

に
学
び
あ

い
、
里
山
を

未
来
に
引
き

継
い
で
い
き

た
い
と
願
っ

て
い
ま
す

環境保全活動の様子

せ

ら

知

お軽
自
動
車
税
の
納
税
通
知
書
を

は
が
き
に
変
更
し
ま
す

問
税
務
課
諸
税
係

（

71
・
２
４
８
４ 

72
・
２
０
６
５
）

登
山
計
画
書
を
提
出
す
る

フ
ァ
ク
ス
番
号
の
変
更

問
観
光
交
流
促
進
課
拠
点
維
持
整
備
係

（

71
・
２
０
５
５ 

72
・
１
３
４
０
）

新しい納税通知書

問情報統計課情報政策係　471・2468　671・2336

●問い合わせ等

し

ら

暮
粗
大
ご
み
回
収
と
緑
の
リ
サ
イ
ク
ル

問
廃
棄
物
対
策
課
廃
棄
物
対
策
担
当

（

71
・
２
４
９
０ 

72
・
３
１
７
６
）

手
づ
く
り
石
け
ん
の
販
売
・
交
換

問
廃
棄
物
対
策
課
廃
棄
物
対
策
担
当

（

71
・
２
４
９
０ 

72
・
３
１
７
６
）

証明書コンビニ交付サービス
の一時停止
問市民課市民担当　471・2489　
671・2503
機器メンテナンスのため、証明書

コンビニ交付サービスは 5 月 11 日
（木）の午後 5 時 30 分から 11 時ま
での間、利用できません。
※証明書コンビニ交付サービスの利

用にはマイナンバーカード（個人
番号カード）が必要です。必要な
人は交付申請を行ってください。

（申請から交付を受けられるよう
になるまで 3 ～ 4 週間程度かかり
ます。）

９月末で証明書自動交付機が運用終了
証明書自動交付機の運用を 9 月

30 日に終了します。今後は、マイ
ナンバーカードによる証明書コンビ
ニ交付サービスをご利用ください。

なお、自動交付機をご利用の際に
用いる「安曇野市民カード（または
ホタカタウンカード）」は、印鑑登
録証明書の交付を受ける際に窓口へ
の提示が必要ですので、大事に保管
してください。
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自治基本条例
を施行

協働のまちづくりを目指して
～市民一人ひとりが自治の主体です～

市自治基本条例を４月１日に施行しました。この条例は、市における自治の基本理念や市政運営の基本原
則を定め、市民、市議会および市の役割などを明らかにしたものです。

市民の皆さんが自治の主体です。活力と魅力にあふれた安曇野市を目指し、自覚して、まちづくりへの参
画をお願いします。条例の内容は地域づくり課（２階4番窓口）や市ホームページから確認できます。　

問地域づくり課まちづくり推進係　471・2494　672・3176

母子・子育て相談窓口が開設全国青年農業者会議で会長賞を受賞
4 月から市役所健康推進課（１階�番窓口）に母子・子育て相談窓

口を開設しました。
4 月 3 日に行われた開設式で宮澤市長は、「市民の皆さんが、安心

して楽しみながら子育てができるように支援したい」と抱負を話しま
した。窓口に専門の保健師を配置し、不安や悩みについて一緒に考え、
担当部署や各関係機関と連携しながら、妊娠から子育て時期まで切れ
目のない支援を目指します。（関連記事 40 ページ）
問健康推進課健康支援担当　471・2470　671・2328

第 56 回全国青年農業者会議（全国農業青年クラブ連絡協議会主催）
の土地利用型作物部門で降簱治

は る き

喜さん（豊科高家）が会長賞を受賞し、
３月 30 日宮澤市長に報告しました。長期貯蔵が難しかった直播栽培

（水田に直接種をまく栽培方法）に用いる種子の冷蔵保存を行う研究
が評価され、今回の受賞となりました。この研究により、農繁期の作
業が分散されることや省力・低コスト化につながることが期待されま
す。降簱さんは、受賞を喜ぶとともに「直播面積の拡大と品質の向上
を図っていきたい」と今後の目標を話しました。 窓口には松枯れ被害木の看板を設置会長賞を受賞した降簱さん（中央）

北
ア
ル
プ
ス
と
登
山
の
魅
力
を
発
信

す
る
、北
ア
ル
プ
ス
パ
ノ
ラ
マ
銀
座「
山

岳
フ
ェ
ス
タ
２
０
１
７
」
を
開
催
し
ま

す
。

●
日
時　

5
月
13
日
（
土
）・
14
日
（
日
）

両
日
と
も
午
前
10
時
～
午
後
5
時

●
場
所　

安
曇
野
ス
イ
ス
村
サ
ン
モ
リ

ッ
ツ　

大
ホ
ー
ル
・
中
ホ
ー
ル

●
内
容　

▽
山
岳
関
係
者
に
よ
る
登
山

講
座
▽
ア
ウ
ト
ド
ア
シ
ョ
ッ
プ
・
メ

ー
カ
ー
に
よ
る
展
示
販
売
や
山
岳
写

真
等
の
展
示
▽
小
中
学
生
対
象
の
ボ

ル
ダ
リ
ン
グ
体
験
な
ど

●
申
し
込
み　

不
要

●
参
加
費
・
入
場
料　

無
料

●
主
催　

安
曇
野
市
山
岳
観
光
推
進
実

行
委
員
会

3
月
18
日
か
ら
27
日
ま
で
の
10
日

間
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
・
メ
ル
ボ
ル
ン

で
行
っ
た
中
学
生
海
外
ホ
ー
ム
ス
テ
イ

交
流
派
遣
事
業
に
参
加
し
た
生
徒
14
人

が
、
現
地
で
の
体
験
や
感
じ
た
こ
と
な

協
働
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り
を
推
進

自
治
基
本
条
例
は
、
全
8
章
で
構
成

さ
れ
、
市
民
・
市
議
会
・
市
の
役
割
や

関
係
を
示
し
、
協
働
に
よ
る
ま
ち
づ
く

り
を
進
め
る
た
め
の
基
本
事
項
を
明
記

し
て
い
ま
す
。

第
１
章
で
は
、
自
治
の
基
本
理
念
と

し
て
、
市
民
・
市
議
会
・
市
は
、
そ
れ

ぞ
れ
の
役
割
お
よ
び
自
主
性
を
尊
重

し
、ま
ち
づ
く
り
に
向
け
、協
働
し
て
自

治
を
推
進
す
る
も
の
と
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
第
7
章
で
は
、
市
の
区
域
内

ど
を
報
告
し
ま
す
。

●
日
時　

5
月
28
日
（
日
）
午
前
10
時

～
11
時
30
分

●
場
所　

市
役
所
4
階　

大
会
議
室

●
申
し
込
み　

不
要
。
直
接
会
場
に
お

越
し
く
だ
さ
い
。（
駐
車
台
数
が
限

ら
れ
て
い
る
た
め
、
乗
り
合
わ
せ
、

徒
歩
等
で
の
参
加
に
ご
協
力
く
だ
さ

い
。）

の
自
治
組
織
と
し
て
、
区
の
役
割
に
つ

い
て
も
触
れ
、
複
雑
化
・
多
様
化
す
る

地
域
課
題
の
解
決
に
向
け
、
市
民
は
区

へ
の
加
入
に
努
め
る
こ
と
も
定
め
て
い

ま
す
。

市
民
・
市
議
会
・
市
が
そ
れ
ぞ
れ
独

立
し
な
が
ら
も
、
相
互
に
支
え
合
い
、

協
力
し
て
住
み
や
す
い
地
域
社
会
の
実

現
を
目
指
し
ま
す
。

市
で
は
今
後
、
協
働
に
よ
る
ま
ち
づ

く
り
を
推
進
す
る
た
め
、
出
前
講
座
等

で
条
例
の
周
知
に
努
め
ま
す
。

北
ア
ル
プ
ス
パ
ノ
ラ
マ
銀
座

「
山
岳
フ
ェ
ス
タ
２
０
１
７
」

問
観
光
交
流
促
進
課
ブ
ラ
ン
ド
推
進
担
当

（

71
・
２
０
５
３ 

72
・
１
３
４
０
）

中
学
生
海
外
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
交

流
派
遣
事
業「
帰
国
報
告
会
」

問
学
校
教
育
課
学
校
教
育
係

（

71
・
２
４
６
０ 

71
・
２
３
３
８
）

し

催
スマホで広報誌の情報を
簡単にご覧いただけます

問秘書広報課秘書広報担当
　471・2400　671・5000　

スマートフォン、タブレット向
けの無料アプリ「マチイロ」で「広
報あづみの」を配信しています。
このアプリをスマートフォンなど
にダウンロードして、登録するこ
とでいつでも広報紙等の情報をご
覧いただけます。

公式サイト
http://machiiro.town/

ダウンロードは
こちら

ラジオで市政情報を発信中です
　コミュニティーＦＭラジオ「あづ
み野エフエム」を活用して、暮らし
に役立つ情報を発信しています。
広報あづみの暮らしのガイド（5 分）
月曜日～日曜日　朝・夕方　6：55 ～
広報あづみのラジオ版（15 分）
月曜日～金曜日　
午後 0：45 ～　午後 2：45 ～

自治基本条例の構成
前文
第１章　総則

（目的）（条例の位置付け）（定義）（自治の基本理念）（市
政運営の基本原則）
第２章　市民の権利及び責務

（市民の権利）（市民の責務）
第３章　市議会の役割及び責務

（市議会の役割及び責務）（議員の責務）
第４章　市の役割及び責務

（市長の役割及び責務）（市の役割及び責務）（職員の責務）
第５章　市政運営

（市政の透明性及び信頼性）（総合計画等）（財政運営）（情
報の提供）（個人情報の保護）（附属機関）（パブリックコ
メント）（市政運営に関する応答責任）（政策に関する説明
責任）（行政評価）
第６章　危機管理

（危機管理）
第７章　区

（区の役割）（区への加入）（区への支援）
第８章　住民投票

（住民投票）キルブレダ・カレッジ訪問

（拡大版）
子育て
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空
き
家
を
「
貸
し
た
い
・
売
り
た
い
人
」
と
「
借
り
た
い
・
買
い
た
い
人
」
を
つ
な
ぐ

「
安
曇
野
市
空
き
家
バ
ン
ク
」を
開
設

移
住
定
住
促
進
と
地
域
活
性
化
の
た
め
、
安
曇
野
暮
ら
し
支
援
協
議
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
サ
イ

ト
内
に
「
安
曇
野
市
空
き
家
バ
ン
ク
」
を
開
設
し
ま
し
た
。
登
録
さ
れ
た
空
き
家
の
情
報
に
つ
い

て
空
き
家
バ
ン
ク
を
通
じ
て
提
供
し
ま
す
。

問
政
策
経
営
課
企
画
担
当
（

71
・
２
４
０
１　

71
・
５
１
５
５
）

サイトの利用には空き家バンクへの利用登録が必要です。

貸したい・売りたい人
・「空き家バンク物件登録カード」を作り、希望する「空き家バンク仲介

事業者」に直接申し込みください。（「空き家バンク物件登録カード」は、
空き家バンクのサイトから入手できます）

・「空き家バンク仲介事業者」との間で、媒介契約が結ばれると、空き家
バンクに空き家情報が掲載されます。

借りたい・買いたい人
　空き家バンクのサイトで利用登録をすると、市内の空き家情報を見る
ことができ、気に入った物件があれば、物件を扱う「空き家バンク仲介
事業者」に問い合わせて、交渉することができます。

※詳しくは　 安曇野市空き家バンク   検索
空き家バンク uhttps://azumino-ijyu.jp/akiyabank/

空家相談会

寄付・寄贈のお礼（12/ ５～ 3/1）　【敬称略】

安曇野市空家対策協議会では、県建築士会安曇野支部の協力により、空き家に関する相談会を開催します。
相談は無料ですので、空き家でお困りの人はご利用ください。
●日時　5 月 15 日（月）午後１時、2 時、3 時～　●場所　市役所 2 階 202 会議室
●内容　空き家に関する管理・売買、賃貸などの利活用、調査点検、リフォーム・解体除去、相続や権利関係等、

幅広い内容を受け付けます。（内容により、専門機関を紹介する場合があります。なお、相談は１枠あたり
１時間程度まで。）

●定員　3 組（先着順）
●申し込み　5 月 12 日（金）午後 5 時までに、環境課まで電話で申し込みください。
●問い合わせ　環境課環境保全担当 471・2491　672・3176　

▷株式会社アイダエナジー　代表取締役　会田恵司　11 万円　市内緑化活動の推進のため▷本多通信工業株
式会社　代表取締役社長　佐谷紳一郎　10 万円　市の産業振興のため▷穂高商業高等学校模擬株式会社穂商
マーケット　8 万 1,040 円　地元企業の振興のため▷穂高商業高等学校文化祭実行委員会　8 万 4,500 円　地
元企業の振興のため▷明科高等学校生徒会　絵本各 10 冊①「まあちゃんのすてきなエプロン」等　明科南保
育園へ②「だんまりこおろぎ」等　明科北保育園へ▷ろうきんあづみ野支店運営委員会　安曇野地区労働者
福祉協議会　図書カード 5 万 6,000 円分　市内保育園へ　▷木口大　図書４冊『安曇野史伝　戦国武将　小岩
盛親』穂高東・西中学校へ各 2 冊　▷株式会社デンソーエアクール　プライベートルーム　10 張　災害用備
品として▷キッセイ薬品工業株式会社　自走型車いすＢＡＬ -120 台市へ▷農事組合法人　旬の味ほりがね
物産センター組合　組合長　矢淵美好　図書券 30 万円分堀金小・中学校、堀金保育園へ各 10 万円分▷峯
岸芳夫　碁セット（碁盤、碁石）3 セット　市役所庁舎へ▷松本法人会川手部会　部会長　岩垂直次　図書カー
ド 12 万円分　明科地域小・中学校へ各 4 万円分▷中村石浄　山岳歴史小説「燃える山脈」挿画集 25 冊　市
内小中学校へ 17 冊、図書館へ 5 冊、予備 3 冊▷安曇野自家用自動車協会　交通安全教材小冊子「いちねんせ
いこうつうあんぜんのおやくそく」875 冊　市内小学校へ▷小口雄一郎　高橋節郎漆パネル『十一面観音』　
安曇野髙橋節郎記念館へ

各種情報
日＝日時　場＝場所　定＝定員　対＝対象者　費＝費用　持＝持ち物
申＝申し込み　問＝問い合わせコーナー

名称 内容 日時・場所 定員・費用 申し込み・問い合わせ
【ハローワーク】公共職
業訓練受講生（6 月生）
募集～再就職のためのス
キルアップ～

ＣＡＤ／ＮＣ技術科・金属加
工科・電気設備技術科・機械
加工技術科の受講生を募集し
ます。

日：６月９日（金）～ 12 月 26
日（火）

場：ポリテクセンター松本

対：ハローワークに求職
登録をしている人

定：各科 15 人
費：受講料無料（教科書・

作業服などは除く）

申：ハローワーク設置の
申込書を５月18日（木）
までにハローワーク松
本に提出してください。

問：ポリテクセンター松
本　458・3392

点字初歩入門講習会 目の不自由な人の学習・読書
に必要な点字・点訳の入門講
習会です。初歩から点字・点
訳を学び、点字書を必要とす
る各地の読者に届けます。

日：５月 11 日（木）午前 10 時
～ 11 時 50 分

場：穂高会館

定：15 人（先着）
対：一般
費：1,000 円

申・問：安曇野点訳の会
4050・3743・0924
　mbrn8241221@
ace.ocn.ne.jp

【市体協】初心者向け
太極拳教室

心身共に健康づくりに役立つ
武術太極拳を始めてみません
か。

日：５月 10 日～６月 21 日　毎
週水曜日（全７回）午後１時
～２時

場：豊科武道館剣道場

対：一般初心者　
定：20 人（先着）　　　
費：2,000 円
持：上履き、飲み物、タ

オル

申：小林通江（安曇野太
極拳同好会）
　472・2006
　市体協事務局（４月15

日～28日）488・3516

【市体協】穂高マレット
ゴルフ初心者講習会

年齢に関係なく、同好者との
交流を楽しみながら体力の向
上を図れるマレットゴルフを
始めませんか。初心者のため
の講習会です。

日：６月１日（木）、６日（火）、
８日（木）全 3 回　午後１時
～３時

場：穂高会館会議室（１日）　 
権現宮マレットゴルフ場（６
日・８日）

対：一般初心者
定：20 人（先着）
費：1,000 円
持：筆記用具、飲み物、

ボール・スティック（貸
し出しあり）

申：権現宮マレットゴ
ルフ場（午前中のみ）
482・0097

　市体協事務局（５月２日
～30日）488・3516

【市体協】頭と身体の体
操「初心者フォークダン
ス教室」

基本ステップを習得しなが
ら、やさしくて楽しいフォー
クダンスを踊ります。１回だ
けでも途中からの参加でも可
能です。

日：５月 19 日～６月 16 日　毎
週金曜日（全５回）午後７時
～９時

場：穂高東中学校講堂（６月９
日のみ穂高西小学校講堂）

対：一般
定：20 人　　　　
費：１回　200 円
持：上履き、飲み物、タ

オル

受：当日会場で受け付け
ます。

問：清水晴子（安曇野市
フォークダンス協会）
482・2091

穂高文化協会創立 50 周
年記念行事

「安曇野を潤す拾ケ堰、
現役最古の宮城第１水力
発電所」

記念式典および講演を行いま
す。講師に産業考古学会評議
員の北野進さんを迎え講演い
ただきます。講演は一般の皆
さんも聴講できます。

日：５月 13 日（土）▷記念式
典　午前９時～　▷記念講演
　午前 10 時 20 分～

場：穂高会館講堂

対：一般
定：なし

申：不要
問：穂高文化協会会長　

佐伯治海さん（482・
5764）

【市社会福祉協議会】ま
いさぽ安曇野フードドラ
イブ～食べ物の寄付とギ
フト～

家庭にまだ食べることのでき
る不要食品がある人に食品を
ご提供いただき、集まったも
のを、それを必要としている
世帯や支援団体へお届けしま
す。

日：５月 14 日（日）午前 10 時
～午後３時

場：生活協同組合コープながの
安曇野豊科店　駐車場

持：次の要件を満たす缶
詰、インスタント・レ
トルト食品、カップ麺

▷賞味期限が１カ月以上
ある▷開封されていな
い▷常温保存が可能。

問：市社会福祉協議会
　まいさぽ安曇野担当
　藤澤・加藤　
　488・8707
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5月（May）の予定
5 月の各種相談　 …場所　 …問い合わせ　 …時間

11日（木）	（予約日：2日（火））・25日（木）（予約日18日（木））
場市役所 2 階　相談室 211
時 13：30～16：30　※ひとり 20 分
問市民生活部　市民相談室（℡71-2496・FAX72-3176）
※電話予約…予約日の9時～12時
※定員8人を超えた場合は抽選（先着順ではありません）
※係争中のもの、すでに弁護士に相談中の事項はお受けできません。

弁護士会による無料法律相談  要予約

介護相談　　　　時平日 8：30 ～ 17：00　

場問中央地域包括支援センター（市役所 1 階）
　　（℡72-9986・FAX71-2503）
場問北部地域包括支援センター（穂高支所内）
　　（℡81-0760・FAX88-3711）　
場問南部地域包括支援センター（三郷支所内）
　　（℡77-4007・FAX77-4087）

子ども･ひとり親家庭･女性の相談 要予約

毎週月～金曜日　時 8：30 ～ 17：00　※ 3・4・5 日は行いません　
場問子ども支援課家庭児童相談室（℡71-2265・FAX72-2065）

消費生活相談　時平日8:30～17:15 ※電話相談も可。

場問消費生活センター（市役所 2 階）
　　（℡直通71-2100、携帯090-5203-2011・FAX 72-3176）
※消費者ホットライン（局番なし）188 番「嫌や！（イヤヤ！）」

5月の休日当番医 （変更になる場合があります。）長野県休日・夜間緊急医案内サービス　 0570-088199

11日（木） 場市役所 4 階　会議室 403　※生活相談も含む

11日（木） 場市役所 3 階　相談室 311

労働に関する相談　　　

5月の児童館の予定
･･･ 乳幼児対象　 ･･･ 参加費　休館日 ･･･日曜・祝日

※市内 9 つの児童館は、安曇野市社会福祉協議会が指定管理者として運営しています。
　各事業の詳細は地域の児童館までお問い合わせください。
※キッズパークは就園前親子の皆さんが対象の登録制サークルです。

問商工観光部商工労政課（℡71-2041・FAX72-1340）
※ 1 回の相談時間 50 分で 3 枠。予約は前日の正午まで。
19日（金） 場市役所3階　相談室312　※ 40 歳代前半まで

わかもの就職サポート相談会　時13：30 ～ 16：30  要予約

３日（水）憲法記念日 4日（木）みどりの日 5日（金）こどもの日 7日（日）　 14日（日） 21日（日） 28日（日）
穂 高 病 院
82-2474［穂高］

古 川 医 院
82-4385［穂高］

や ざ き 診 療 所
62-2360［明科］

塔の原　内川医院
81-2121［明科］

小 田 切 医 院
83-6025［穂高］

平 林 医 院
62-2227［明科］

村 山 医 院
82-2101［穂高］

ふ じ も り 医 院
72-2011［豊科］

信濃内科循環器科医院
82-7722［穂高］

百 瀬 医 院
82-2205［穂高］

中 田 医 院
82-2339［穂高］

あづみ野　平林整形外科
88-3322［堀金］

髙 橋 医 院
82-2561［穂高］

須 澤 ク リ ニ ッ ク
82-2993［穂高］

ヴェリタス堀金診療所
87-6700［堀金］

赤津整形外科クリニック
76-3133［三郷］

あさひ内科クリニック
50-8075［豊科］

丸山内科クリニック
72-6188［豊科］

たかはしクリニック
77-7880［三郷］

池 田 医 院
77-2055［三郷］

鶴 見 医 院
72-4500［豊科］

アルプス歯科クリニック
77-8901［三郷］

さ と う 歯 科 医 院
81-5155［穂高］

山本歯科クリニック
84-0004［穂高］

笠 原 歯 科 医 院
72-2108［豊科］

佐野歯科クリニック
82-2073［穂高］

高橋喜博歯科醫院
73-3771［堀金］

土 居 歯 科 医 院
72-2462［豊科］

教育に関する相談

いじめ相談ホットライン	 時 8:30 ～ 17:15
毎週月～金曜日　※ 3・4・5 日は行いません

場問教育相談室（豊科公民館内）（℡73-1624・FAX72-2204）
教育全般（子育て・学校生活・不登校・発達障害など）	 時 10:00 ～ 16:00

毎週月～金曜日　※ 3・4・5 日は行いません

場問教育相談室（豊科公民館内）（℡72-2238・FAX72-2204）
※電話相談可。まずはお電話ください。

18日（木）　時13：00～15：00（相続・遺言手続・成年後見など）
場市役所 2 階相談室 211・212
問長野県行政書士会松本支部（℡33-7166・FAX32-0151）
※開催日の2日前までにご予約ください。

行政書士による無料相談   要予約

心配ごと相談・行政相談　（★は行政相談を同時開催）

８日（月）・★ 22日（月）	 時 13：00～16：00
場堀金憩いの里うらら（℡73-5288・FAX73-5775）
９日（火）・★ 23日（火）	 時 13：00～16：00
場穂高地域福祉センター（℡82-2940・FAX82-9621）
10日（水）・★ 24日（水）	 時 13：00～16：00
場豊科ささえあいセンター「にじ」（℡72-3013・FAX72-5422）
11日（木）・★ 25日（木）	 時 13：00～16：00
場三郷福祉センター（℡77-8080・FAX77-8081）
12日（金）・★ 26日（金）	 時 13：00～16：00
場明科総合福祉センター「あいりす」（℡62-2429・FAX62-5025）
問心配ごと相談…上記へ
問行政相談…市民生活部　市民相談室（℡71-2496・FAX72-3176）

母乳・育児相談 ※母乳相談は 要予約 　時 9:30 ～ 11:00

9・23日（火）	場問明科保健センター（℡81-0711・FAX81-0703）
10・24日（水）	場問豊科保健センター（℡81-0713・FAX81-0703）
11・25日（木）	場問三郷保健センター（℡81-0714・FAX81-0703）
　　16日（火）	場問堀金保健センター（℡81-0714・FAX81-0703）
　　18日（木）	場問穂高保健センター（℡81-0711・FAX81-0703）
※保健師・助産師・管理栄養士・栄養士・歯科衛生士が相談に応じます。
※児童館の育児相談については、左ページをご覧ください。

こころの相談

精神科医による精神保健相談  要予約 	 時 14:00 ～ 16:00
ユニオンサポートセンターの相談会  要予約 	 時 18:00 ～ 20:00

中信労政事務所の相談会 	 時 13:00 ～ 16:00

1・8・15・22日（月）
場問松本保健福祉事務所（℡40-1938・FAX47-9293）

児童・思春期精神保健相談  要予約 	 時 14:00 ～ 16:00

11・18・25日（木）
場問松本保健福祉事務所（℡40-1938・FAX47-9293）

 あずみ野断酒会	 時 19:00 ～ 21:00

3・10・17・24・31日（水）　
場豊科保健センター 2 階和室
※ 24 日のみ豊科交流学習センター「きぼう」
問健康推進課健康支援担当（℡81-0711・FAX81-0703）
※体験を語り合いながら断酒を目指します。※ 3・17 日は家族会★南穂高児童館｢にこにこランド｣ TEL71-5150 FAX71-5152

	 囲碁・将棋を楽しもう
		 対象：小学生以上	 1・8・15・22日（月）	 15：30 ～ 16：30

	読み聞かせ	 8日（月）	 11：00 ～ 11：30
	チャレンジタイム 作って食べよう本格餃子

	 要予約 100円   定員 20 組	 13日（土）	 10：30 ～ 12：30	 対象：乳幼児親子・小学生

	育児相談	 19日（金）	 10：30 ～ 12：00

★高家児童館 TEL・FAX72-5685

	 読み聞かせ	 1日（月）	 11：00 ～

	みんなあつまれ！ ヨガ de リフレッシュ！
	 要予約   定員 20 組	 12日（金）	 10：30 ～ 11：30
	 持ち物：大きめのバスタオル、あればヨガマット　※託児あり

	 キッズパーク 遠足
	 	 16日（火）・17日（水）・18日（木）	 10：30 ～ 11：30

登録家庭以外要予約100円 	  対象：16日（火）は 2歳児以上、17日（水）は 1

歳児、18日（木）は 0歳児　定員各 5組

	 育児相談 	 19日（金）	 10：30 ～ 12：00
	 読み聞かせ	 19日（金）	 11：00 ～

	 チャレンジタイム 手打ちうどん	 20日（土）	 10：00 ～ 12：00
	要予約 100円   対象：小学生以上　定員 20人　持ち物：はし・茶わん・エ
プロン・三角巾

	 お下がり会 	 26日（金）	 10：30 ～ 11：30
	 出品者要申し込み。予約優先で入室。出品者は 10：15 までにお越しください。

TEL・FAX83-5494★穂高北部児童館

	わらべうた	 1・8・15・22・29日（月）	 11：10 ～
	読み聞かせ	 12日（金）	 11：00 ～ 11：20
	育児相談・身体測定	 12日（金）	 10：30 ～ 12：00

	 身体測定は 10：00 ～ 12：00

	ファミリーサポート登録会	 15日（月）	 10：30 ～
	 持ち物：印鑑

	みんなあつまれ！	 19日（金）	 10：30 ～ 11：30
	 5 月生まれハッピーバースディ♡

	お下がり会 	 26日（金）	 10：30 ～ 11：10
	 出品者要申し込み。予約優先で入室。出品者は 10：15 までにお越しください。

	 チャレンジタイム 白玉パフェを作ろう	 27日（土）	 10：00 ～ 11：30
	要予約 100円   対象：小学生以上　定員 15人　持ち物：エプロン・三角巾

★三郷児童館 TEL76-0185 FAX76-０１８６

	読み聞かせ	 12日（金）	 11：00 ～ 11：20
	育児相談	 15日（月）	 10：00 ～ 12：00
	お下がり会 要予約 	 17日（水）	 10：30 ～ 11：00

	 出品者要申し込み。予約優先で入室。出品者は 10：15 までにお越しください。

	ファミリーサポート登録会	 26日（金）	 10：30 ～	 持ち物：印鑑

TEL・FAX82-2527★穂高西部児童館

	育児相談・身体測定	 12日（金）	 10：30 ～ 12：00	 ★身体測定は 10：00 ～ 12：00

	読み聞かせ	 22日（月）	 11：00 ～ 11：20
	キッズパーク ハーブでリラックス

	 	 23日（火）・24日（水）・25日（木）	 10：30 ～ 11：30
要予約   対象：23日（火）は 2歳児以上、24日（水）は 1歳児、25日（木）は
0歳児　定員各 5組

★堀金児童館 TEL71-2122・FAX71-2126

	 育児相談・身体測定	 8日（月）	 10：00 ～ 12：00
	 ふれあい農園 じゃがいも植え	 13日（土）	 10：00 ～ 11：00

	子育て勉強会 身の回りの物を使った遊び
	 要予約 100円 	 19日（金）	 10：30 ～ 11：30
	 チャレンジタイム 作って遊ぼう	 20日（土）	 10：30 ～ 11：30
	 要予約 100円   対象：小学生

★穂高中央児童館 TEL84-0762 FAX82-9621

	 チャレンジタイム 野外クッキング～カートンドッグ～
	 要予約 100円   対象：小学生以上	 13日（土）	 10：30 ～ 12：00

定員 20人　持ち物：帽子・手ふきタオル・飲み物

	 みんなあつまれ！ 牛乳パックのイス作り
	 要予約 	 15日（月）	 10：30 ～ 11：30
	 講師：ボランティアグループ「チームなでしこ」の皆さん

	読み聞かせ	 17日（水）	 11：00 ～ 11：20
	 育児相談・身体測定	 19日（金）	 10：30 ～ 12：00	 ★身体測定は 10：00 ～ 11：30

	ふれあい農園 野菜の苗植え	 26日（金）	 10：30 ～ 11：30
	 要予約   持ち物：汚れても良い服装・軍手・帽子・飲み物

★明科児童館 TEL62-2482 FAX62-1124

	 キッズパーク 遠足	 9日（火）・11日（木）	 10：30 ～ 11：30
登録家庭以外要予約 	   対象：9日（火）は 2歳児・1歳児、11日（木）は 0歳

児　定員各 5組　持ち物：飲み物・帽子・シート

	 お話の時間　ひばりの会さん	 11日（木）	 16：00 ～
	 育児相談	 15日（月）	 10：30 ～ 12：00

	読み聞かせ	 15日（月）	 11：00 ～ 11：20
	 チャレンジタイム おやつ作り＆ミッション！
	 対象：小学生以上　持ち物：飲み物	 17日（水）	 16：00 ～
	 クライミング教室 	 27日（土）	 10：00 ～ 11：45

	要予約   対象：小学生以上　定員 20 人　持ち物：汗ふきタオル・飲み物・
上靴

	 育児相談 	 1日（月）	 10：30 ～ 12：00
	 チャレンジタイム いちご大福	 10日（水）	 16：00 ～ 17：00

要予約 50円   対象：小学生以上　 定員 15人　　持ち物：エプロン・三角
巾・飲み物

	読み聞かせ	 15日（月）	 11：00 ～

	 チャレンジタイム 飯ごうすいさん	 20日（土）	 10：00 ～ 12：00
	要予約 100円   対象：小学生以上　 定員 15人　　持ち物：米１合・軍手・
食器・スプーン・飲み物

	子育て勉強会 コーチング	 24日（水）	 10：30 ～ 12：00
	 要予約   定員 20 人

★豊科中央児童館 TEL・FAX72-0122

26日（金）場堀金支所 3 階　会議室 2　※女性の人権相談

問法務局松本支局（℡32-2571・FAX32-2572）

人権よろず困りごと相談　時10：00 ～ 15：00 

※予約は前日の 17：00 まで

問商工観光部商工労政課（℡71-2041・FAX72-1340）
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古紙配合率 80％
再生紙を使用しています。

時間延長窓口5月2日（火）・16日（火）
 （午後５時15分から８時まで）
休日開庁日５月28日（日）
 （午前８時30分から正午まで）
※転出入・転居等一部業務のみ取り扱いま

す。事前に問い合わせください。

人口と世帯 2017.4.1 現在（　）内は対前月比
人口　98,014 人（－ 4）男 47,535 人（＋ 6）女　50,479 人（－ 10）
世帯　38,983 世帯（＋ 103）　※住民基本台帳に基づく人口および世帯数
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市役所１階に開設

母子・子育て相談窓口
妊娠・出産・子育て期を安心して過ごすための総合相談窓口です

出産前後の悩みや不安に
専門の保健師が対応します

近くに支援してくれ
る人がいない

子育てのことを
相談できる人が
いない

予防接種はいつするの？

こんな悩みは
ありませんか？

初めての妊娠で不安
子どもを預け
られる所は？

育児に疲れてイライラする
けど、どうすればいい？

４月から「母子・子育て相談窓口］を市役所 1
階に開設しました。妊娠・出産・子育てについて
の不安や悩みについて一緒に考え、サポートしま
す。身体の不調や育児不安など、気になることが
あれば気軽に相談ください。

■サポート内容
１ 相談

妊娠・出産・子育てに関する心配ごとやさまざまな
悩みにお応えします。

２ 情報提供
一人ひとりに合った情報を提供します。

３ 継続的な支援体制
必要な場合は、継続的に相談を受け、関係機関と連
携しながらサポートします。

※相談無料です。

■窓口案内
市役所１階�番窓口（健康推進課内）
平日午前８時 30 分～午後５時 15 分
471・2470、2471　671・2328


